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は
じ

め

国 語学 史 ・ 資 料

は
じ
め
に
記
述
態
度
に
つ
い
て一
言
す
る 。
国
語
学
史
に
は
通
例 、
国
語
研

究
の
歴
史
と
共に
国
語
意
識
の
史
的
展
開
の
跡
付
け
を
も
含
め
る
よ
う
で
あ

る 。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
ζ
と
に
は
問
わ
ず 、
本
稿
で
は
そ
の
内
容
を
広
く

理
解
し
て
展
望
を
進
め
る
と
と
に
し
た
い 。
古
辞
書
・

音
義
は 、
国
語
史
料
と

し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
が 、
そ
の
著
作
の
動
機
に
は
国
語
に
対
す
る
深
い
反

省
が
働
い
て
い
る 。
そ
と
で 、
と
れ
ら
は
国
語
学
史
の
項
に
収
め
て
述
べ
る。

訓
点
資
料
に
つ
い
て
も
同
様
に
取
り
扱
う 。
外
国
資
料
は
通
常
国
語
史
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
が 、
外
国
人
の
日
本
語
に
関
す
る
学
習
・

研
究
と
い
う
点
を
重

視
し

て
同
様
の
取
り
扱
い
を
す
る 。
洋
学
資
料
も
主
と
し
て
国
語
史
料
に
供
さ

れ 、
ま
た
中
に
日
本
人
の
外
国
語
に
関
す
る
学
習
・

研
究
と
い
う
異
質
の
資
料

も
含
ま
れ
て
い
る
が 、
国
語
に
対
す
る
反
省
を
促
し
た
と
い
う
点
に
注
目
し

て 、
便
宜 、
国
語
学
史
の
項
に
収
め
る 。
次
に
資
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が 、
と

ζ
K
は
国
語
史
料
に
供
し

得
る
も
の
と
理
解
し
て
そ
の
紹
介
に
努
め
た
い 。
た

だ
し 、
国
語
史
料
と
し
て
有
用
か
否
か
の
判
定
は 、
取
り
上
げ
る
目
的
に
よっ

て
様
々
で
あ
ろ
う 。
従っ
て 、
本
稿
で
は一
往
範
闘
を
広
く

取
り 、
複
製・
活

峰

l芋

明

字
翻
刻
の
類
を
蒐
集
す
る
と
と
と
す
る 。

叙
述
の
次
第
は 、
時
代
順
を
宗
と
す
る
が 、
時
に
同
類
の
資
料
に
つ
い
て
時

代
を
越
え
て一
括
し
て
述べ
る
乙
と
も
あ
る 。
ま
た 、
予
定
の
紙
幅
に
比
し
て

取
り
上
げ
る
べ
き
資
料
は
極
め
て
多
い。
一
一
に
つ
き 、
紹
介
に
止
ま
り 、
十

分
な
論
評
に
及
び
得
な
い
と
と
に
つ
い
て 、
前
以
て
諸
賢
の
御
諒
恕
を
乞
う
次

第
で
あ
る 。

二 、
国
語

品拍
手・

史

先
ず 、
古
く
出
版
さ
れ 、
既
に
定
評
の
あ
る
研
究
書の
覆
刻
が
あ
っ
た 。
山

田
孝
雄
『
五
十
音
図
の
歴
史』
(
昭
四
五・
二 、
宝
文
館
出
版) 、
同
『
仮
名
遣

の
歴
史』
(
昭
四
五・
三 、
宝
文
館
出
版) 、
同
『
国
語
学
史』
(
昭
四
六・
三 、

宝
文
館
出
版) 、
小
島
好
治
『
国
語
学
史』
(
昭
四
五
・

五 、
万
江
書
院)
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る 。
馬
淵
和
夫
『
韻
鏡
校
本
と
広
訟
索
引』
(
昭
四
五・
一 、
巌

南
堂
書
庖)
も
新
訂
版
が
出
版
さ
れ
た 。

「講座
国
語
史」
(
大
修
館
書
庖)
第
三
巻
『誌開
設
史』
(
昭
四
六・
九)
第
七

章
の
吉
田
金
彦
「
辞
書
の
歴
史」
は 、
最
新
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た 、
詳
密

に
し
て
適
確
な
辞
書
史
の
記
述
で
あ
る 。
此
島
正
年
「
助
詞
の
研
究
史
と-
謀
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題」
(
解
釈
と
鐙
賞 、
昭
四
五・
一
こ
に
は
ζ
の
方
面
の
要
を
得
た
解
説
が

あ
る。日

本
書
紀
の
研
究
で
は 、
そ
の
訓
読
語
の
性
格
に
関
す
る
論
が
多
か
っ

た 。

石
塚
晴
通
「
日
本
書
紀
古
訓
の
年
代
性
に
つ
き
て」(附
袋一説会、
昭
四
五
・

一

O)、
同
「
日
本
書
紀
古
訓
の
年
代
性
l|十七

条憲法の
場合
」(側議
電、

昭
四
六・
五)、
同
「
日
本
書
紀
平
安
時
代
加
点
諸
本
の
訓
法」(
摺鶏群会、
限

四
六・
一
O)、
林
勉「
岩
崎
本
日
本
書
紀
訓
点
の
語
法
上
の
特
徴」(剛山誠一群会、

昭
四
五・
一
O)、
小
林
芳
規
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
大
江
家
の
訓
読
に
つ
い

て」
(
国
学
院
雑
誌

、
昭
四
五・
一
ご
な
ど 、
年
代
・

学
統・
資
料 、
諸
方

面
か
ら
乙
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た。
石
塚
晴
通
「
四
天
王
寺
蔵
憲
法
十
七
条
嘉

禎
本
の
訓
法」(純一川鉱肝
鍔…一蹴学、
昭
四
六・
一
二)
も
あ
っ

た 。
福
田
益
和

「
日
本
書
紀
私
記
甲
本
に
お
け
る
傍
訓
の
性
格
に
つ
い
て」
(
語
文
研
究
却 、
昭

四
五・
一
一)
は 、
そ
ζ
に
改
変の
あ
る
ζ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る。

小
谷
博
泰
「
宣
命
体
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
||藤原宮跡出土木簡をめぐっ

て

||」
(
国
語
と
国
文
学、
昭
四
六・
二
は 、
近
年
出
土
し
た
木
簡
を
利
用
し

て
宣
命
体
の
成
立
過
程
を
跡
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る。
星
弘
明
「「
続

日
本
紀」
の
宣
命
書
き
に
つ
い
て

|国語意識史的考察
|l」

(
方
言
の
研
究
2 、

昭
四
五
・一二)
も
あ
っ

た 。

白
藤
礼
幸
「
上
代
文
献
に
見
え
る
字
音
注
に
つ
い
て
伺
||信行「大般若

豊田

義」
の
場A
1」(
議

議験器4 、
昭
四
五・
一
二)、
同
「
上
代
文
献
に
見

え
る
字
音
注
に
つ
い
て
帥

l|「新
草
壁
喜
3

21」(
議
号以
議

伊
5 、
昭
四
七・
二)
は 、
同
氏
年
来
の
上
代
漢
字
文
献
の
国
語
学
的
研
究
の

一
環
と
し
て
字
音
注
を
取
り
上
げ 、
そ
の
考
証
を
試
み
た
も
の
で
あ
る。
時
代

は
降
る
が 、
馬
淵
和
夫
「
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
「
法
華
経
釈
文」
の
字
音
に
つ
い

て」(附航
路誠一会、
附
四
六・
五)、
築
島
裕「
真
輿
撲
大
般
若
経
音
訓
に
つ
い
て」

(
県議群会、
昭
四
五・
一
O)
も
あ
っ

た 。
音
義
の
複
製
と
し
て
は 、
大
治
三

年
書
写
残
関
本
『一
切
経
音
義』
が
公
開
さ
れ
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
必 、
昭

四
六・
九) 、
所
蔵
者
に
よ
る
解
説 、
岡
田
真
「
大
治
本
「一
切
経
音
義」
の

残
欠」
も
添
え
ら
れ
た。

訓
点
の
起
源
に
関
す
る
も
の
で
は 、
先
ず 、
石
塚
晴
通
「
桜
関・
敦
燈
の
加

点
本」
(
墨
美 、
間
四
五・
六)
が
あ
る。
鈴
木一
男
「
点
本
の
原
初
形
態
と

そ
の
補
読
の
実
字
点
に
つ
い
て」
(
国
語
と
国
文
学、
昭
四
五・
一
O)
は 、

正
倉
院
聖
語
蔵
古
点
本
の
未
紹
介
資
料
を
中
心
に
原
初
形
態
と
推
定
さ
れ
る
も

の
の
加
点
状
態
を
述べ 、
そ
れ
ら
を
基
に
奈
良
時
代
の
漢
文
訓
読
法
を
考
究
し

た
も
の
で 、
傾
聴
すべ
き
論
で
あ
る。
小
林
芳
規
「
平
安
初
期
訓
点
資
料
の
類

別
||主に

仮名字体による
||」

は 、
仮
名
字
体・
文
法
事
象
な
ど
か
ら 、
資
料

の
類
別
を
試
み 、
そ
の
系
統
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る。
小
林
芳
規
博
士
は 、
そ

の
上
代
用
字
法
研
究
「
上
代
に
お
け
る
書
記
用
漢
字
の
訓
の
体
系」
(
国
語
と

国
文
学、
昭
四
五・
一
O)
「
訓
点
資
料の
訓
字
に
つ
い
て」
(
文
学・
語
学

問 、
昭
四
五
・

一
二)
の
資
料
篤
と
し
て
『
訓
漢
字一
覧
(
稿)』
(
第一
部
傍

訓 、
昭
四
五
・

一
一

。
第
二
部
読
添
え
の
訓
漢
字 、
右
掲
論
文
所
収 、
昭
四
五

.
一
O 。
第
三
部
音
義・
訓
註・
古
辞
書 、
昭
四
六・
三)
を
編
纂
さ
れ
た。

尚 、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
の
問
題
を
取
り
扱っ
て 、
大
坪
併
治
「「
唯」
訓

義
考

||訓点資料を中心に
||」

(
国
語
国
文 、
昭
四
五・
五) 、
同
「
カ
レ
と
ソ

ヱ-
こ(附
一総務会、
昭
四
五・
一
O)、
春
日
和
男
「
金
光
明
最
勝
王
経
古
点

の
比
較
訓
読
に
つ
い
て」(酬創
出錦町会、
昭
四
六・
五)、
大
坪
併
治「
日
本
紀
完

宴
和
歌
左
注
の
ズ
ヨ
リ
ハ
に
つ
い
て」(
一印刷出鍔会、
昭
四
六・
五)、
小
林
芳

規
「
密
教
の
角
筆
点
資
料」(
娘
一葬会、
昭
四
六・
一
O)、
築
島
裕
「
第
六

群
点
の
成
立
に
つ
い
て」(
盟諸謬会、
昭
四
六・
一
O)
な
ど
が
あっ
た。
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遠
藤
嘉
基
博
士は 、
日
本
霊
異
記の
訓
読に
つ
い
ての
研
究
を
続
けて
お
ら

れ
る 。
「
霊
異
記
訓
釈
放

||「義也」「垂」
について
1l」

(
昭
四
五
・一

O)「霊

異
記の
訓
読を
め
ぐっ
て」(昭
四
六・
五 、
昭
四六・
一
O 、
以
上 、

判錦町…

均一発)
な
ど
は 、
そ
の
成
果で
あ
る 。
迫
野
度
徳
「日
本
霊
異
記
下
巻
序の
本

文と
訓
釈」
(訓
点
語と
訓
点
資
料
必 、
昭
四
六・
三)
は 、
そ
の
本
文の
錯

乱
箇
所に
つ
い
て
原
姿
が
対
句
文で
あ
る
と
と
を
仮
定し
て
字
国の
整
備
を
試

みた
注
目
すべ
き
論で
あ
る 。

新
撰
字
鏡に
つ
い
て
の
検
討
も
多
く

行な
わ
れ
た 。
高
松
政
雄
「
新
銀
字
鏡

小
学
篇に
つ
い
て」
(訓
点
語と
訓
点
資
料到 、
昭
四五・
六)
は 、
通
例
倭

字の
説
明
に
引
か
れ
る
本
篤
所
収
漢
字の
性
格を
論
究し 、
通
説に
対
し
て
疑

問
を
投
げ
か
けた
もの
で
あ
る 。
また 、
築
島
裕
「
新
撰
字
鏡の
「
臨
時
雑
要

字」
に
つ
い
て」(剛

一誠一群会 、
昭
四
六・
五) 、
小
林
芳
規
「
新
撰
字
鏡の
訓

漢
字に
つ
い
て」(捌

総務会 、
昭
四
六・
五)
も
あっ
た 。

祇
翻指一時
一饗…
諒一品一
「駅舎同一
善
本
叢
書」
の一
と
し
て
『到錦繍抑制…』
(
昭
四

六・
一
一 、
天
理
大
学
出
版
部)
が
刊
行さ
れ
た 。
乙
れ
は 、
高
山
寺
本
和
名

類
衆
抄
と
高
山
寺
本
類
車内
名
義
抄と
の
複
製を
収
め 、
巻
末に
渡
辺
実
博
士に

依る
詳
細
な
解
題
も
附せ
ら
れ
て
い
る 。
年
来
継
続
刊
行さ
れ
て
い
る
島田
友

啓
「
古
字
書
索
引
設
刊」
は 、『
色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
ω〔八
回
|一

七
回〕」

(昭
四五・
七)
「
色
禁
字
類
抄
倭
訓
索
引(上)
〔ア・
カ
行〕」(
昭
四
六・
五)

「
色
葉
字
類
抄
倭
訓
索
引(中)
〔サ・
タ・
ナ
行〕」
(閉
凶
六・
一
一)
と紅巻

色
葉{子
類
抄の
漢
字
索
引
の
完
成
を
見 、
直
ちに
倭
訓
索
引の
公
刊に
入っ

た 。
そ
の
漢
字
索
引は 、
平
安
時
代の
漢
字
文
献の
解
説 、
研
究に
益
す
る
と

乙
ろ
大で
あっ
て 、
待
望の
書と
言
うべ
き
で
ある 。
西
端
幸
雄
「
類
衆
名
義

抄に
お
け
る
誤
写の
考
察」
(訓
点
語と
訓
点
資
料必 、
昭
四六・
九)
は 、

諸
本
を
対
校しつ
つ 、
誤
写の
類
型
及び
原
因
を
体
系
的に
検
封し
よ
う
と
す

る 。
尚 、
字
音
史
上の
問
題を
究
明
す
る
意
図の
下に 、
和
名
類
衆
抄・
類
取水

名
義
抄・
色
葉
字
類
抄
を
詳
し
く

検
討し
た
もの
に 、
と
まっ
ひで
お
「平
安

末
期
に
お
け
る
漢
音の一
断
面」
(
国
語と
国
文
学、
昭
四
五・一
O) 、
渡
辺

修
「
類
車内
名
義
抄の
「
呉
音」
の
体
系」
(
国
語と
国
文
学、
昭
四
五・
一
O) 、

同
「
類
取県
名
義
抄の
和
音の
性
格」(対

抗日叫貯駄学3 、
昭
四六・一一一) 、
黒
沢
弘

光「院政後期の唇内・喉内入声韻尾
|1前田家本色葉字額抄畳字門を資料と

して
|」(側

議
号 、
昭
四
五・一
O)
な
ど
が
あっ
た 。

築
島
裕
「
和
訓の
伝
流」
(国
語
学位 、
昭
四五・
九)
は 、
平
安
時
代の

和
訓に
つ
い
て 、
平
安
中
期の
初
頭 、
延
喜
延
長の
頃
を
境と
し
て
そ
の
前と

後
と
で
大
き
な
性
格
上の
相
違
が
見ら
れ 、
平
安
初
期の
当
座の一
時的
な
も

の
か
ら 、
平
安
後
期の
伝
承
尊
重に
よ
る
固
定
し
た
もの
へ
と
変
移し
た
事
実

を
述べ
た
もの
で
あ
る 。
と
れ
は 、
当
時の
教
学の
あ
り
方の
問
題に
も
関わ

る 。
構
想
雄
大な 、
し
か
も
影
響の
及ぶ
と乙
ろの
大
き
い
卓
論で
あ
る 。
同

じ
く

築
島
裕
「
平
安
時
代の
古
訓占一'の
語
集の
性
格

|1大日経の古訓
ugt例とし

て
|l」

(国
語
学師 、
昭
四
六・
一
二)
は 、
平
安
時
代の
古
訓
点
語
紫に
つ

い
て
学
統の
相
違
と
い
うと
と
を
考
慮しつ
つ 、
乙
と
に
平
安
後
半
期の
もの

に
時
代
的
な
「
重
層
性」
の
あ
る
乙
と
を
詳
論し
て
い
る 。
平
安
時
代の
仏
教

教
学の
問
題と一吉守え
ば 、
村
上
雅
孝
「
延
懐と
明
党
を
め
ぐっ
て

il日本悉曇

学史における一
問題
|l」

(
国
語
学
研
究印 、
昭
四
五・
一
二)
が
あ
る 。
ζ
れ

は 、
伝
不
詳の
延
伐
と
い
う
悉
曇
学
僧を
中心
K 、
明
党との
関
係に
触
れ
な

が
ら 、
その
足
跡を
悉
会
学
史の
中に
見 、
併せ
て
訓
点
語
学との
関わ
り
を

考
慮しつ
つ 、
真
言・
天
台
両
教
学の
学
風に
つ
い
て
説い
た
もの
で 、
と
の

方
面に
お
け
る
数少な
い
研
究
と
し
て
貴
重で
あ
る 。
平
泉
洗
「
悉
曇の
伝
承

と
温
泉
寺明
覚」
(
芸
林
6 、
昭
四
六・
六)
も
あっ
た 。
ま
た 、
伊
藤
宏
見

『伝記篇
印
融
法
印
の
研
究(上)』
(昭
四
五・
八)
が
刊
行
さ
れ
た 。
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ま
た 、
山
口
明
穂
「
中
世和
歌に
お
け
る
表
現の
問
題

l1藤原
喜若
手」

への
喜
|」(粕

緊倣
軒大5、
昭
四
四・
一
二)
が
あっ
た 。

訓
点
資
料の
翻
刻
紹
介は 、
訓
点
語
学
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
(
第
四

一
輯
|

第
四
五
輯)
を
中心
に
活
発に
行な
わ
れ
た 。
西
教
寺
本
秘
蔵
宝
鏑
朱

点
は 、

問問欧碓
「
西
教
寺
秘
蔵
宝
鏑
朱
点の
調
査
報
告」
(訓
点
語と
訓
点
資

料制 、
昭
四
五・
六) 、
同
「
西
教
寺
本
秘
蔵
宝
鈎併
解
説
文(上)」
(訓
点
語
と

訓
点
資
料必 、
昭
四
五・
二
同「
秘
蔵
宝
繍巻中」(訓
点
語と
訓
点
資
料
必 、

昭
四
六・
三)
で
そ
の
全
貌が
知ら
れ
る乙
と
と
なっ
た 。
また 、
仁
和
寺
蔵

秦
中
吟
延
慶二
年
点
本に
つ
い
て
は 、
小
林
芳
規
「社脚
秦
中
吟
延
慶二
年
書

写
加
点
本」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料MM 、
昭
四
五
・
六)
に
訓
み
下
し

文・
摸

刻
本
文
が 、
来
田
隆
「牝蜘
秦
中
吟
延
慶
二
年
寄
写
加
点
本
付
訓
索
引」
(訓

点
語
と
訓
点
資
料必 、
昭
四
六・
九)
に
索
引が
作
成 、
紹
介
さ
れ
た 。
東
辻

保
和
「融問恥
大
般
若
波
疑
密
多
経
の
音
注
(
資
料)」
(訓
点
誇
と
訓
点
資
料

川輔 、
昭
四
六
・
六)
は 、
そ
の
音
注
を
巻
別
に
網
羅 、
紹
介し
た
もの
で
あ

る 。
同
氏に
は
ま
た
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多経
に
就
きて」
(海

南
史
学8、
昭
四
五・
六)
も
あ
る 。
また 、
馬
淵
和
夫
「〈訓読V
冥
報
記巻上

長
治二
年
紗
本
冥
報
記
解
読
文
稿」
(
説
話
3 、
昭
四
六・
五) 、
金
原
理
「
久

遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋』
に
つ
い
て(I)」(抑制

鵠縮大2 、
昭
四
六・一一一) 、
平

井
秀
文
「
醍
醐
寺
本遊
仙
窟・
訳
文
稿」(嫡判間

帯 、
昭
四
五・
ニ)
に
そ
の

訓
読
文
が
収め
ら
れ
た 。
漢
文
訓
読
語の
索
引と
し
て
は 、
小
池
清
治
「『湖町…

議
繁治
冥
報
記』
傍
訓
索
一引」
(玉
蕊7 、
昭
四
六・
九) 、
西
崎
亨「回

読

本
和
泉
往
来
和
訓
索
引」
(訓
点
語
と
訓
点
資
料必 、
昭
四
五・
一
O)
な
ど

が
作
成さ
れた 。
広
浜
文
雄
「
天
理
図
書
館
蔵
『
日
本
往
生
極
楽
記』
用
語
索

引」(戦開献旬 、
昭
四
六・
一
二)
は 、
「
山
辺
道」
お
汀
所
収の
同
氏に
依
る

乙
の
蓄の
訓み
下し
文に
基づ
く
自
立
語
索
引で
あ
る 。

中
国
祝
夫
「
古辞
書
大
系」(風
間
書
房)
は 、
中
世古
字
書の
複
製・
索
引

刊
行に
大
き
な
足
跡
を
残し
た 。
中
国
祝
夫『
文
明
本
節
用
築研究並びに
索
引』

鰭問問(昭
四
五・
七)
は 、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本の
解
説・
本
文
影
印 、
関

恒
延・
江
述
真
木
夫・
小
林正
治・
岡
上
登
喜
男・
藤正
文
諸
氏の
協
力に
よ

る
語
句
索
引
か
ら
成
る 。

榊田制猷
『
古
本
下
学
集

枇
研究並びに
総
合
索
引』

(昭
四
六・
こ
は 、
林
義
雄
氏の
解
説
及び

醸
欝
齢
古
本・

盟問齢
春

林
本・
献特轍鮒歓鮮国
文
明
十七
年
本・

銅
製
援尊
古
本・
議磁文
明
十一
年

本・
回世間一一融
榊
原
本・

野一一醐胎
亀
岡
本の
影
印
と
所
収
語
句
総
合
索
引と
か
ら

成
る 。

特端技
『
中
世
古
辞
書翻
研
究並びに
総
合
索
引』
(
昭
四
六・
七)
は 、

解
題
及び

臨む断書
撮
壊
集・

期閥的一速
歩
色
葉
集・

制
即時錨融政 司
温
故
知
新
書・

1制限
頓
要
集の
影
印と
野
沢
勝
夫
氏の
協
力に
依
る
総
合
索
引と
か
ら
成る 。

と
れに
よっ
て 、
右の
諸
蓄の
披
見が
容
易と
な
り 、
また 、
そ
の
所
収
語
句

の
検
索に
多
大の
便
益が
得ら
れ
る
乙
と
に
なっ
た 。
多
年に
亙
る
労
作 、
亀

井
孝
『

綜
改
編
節
用
集
十』
(
昭
四
五・
一
O 、
高
羽
五
郎)
は 、
第一
O
冊

を
以
て
完
成し
た 。
既
述の
文明
本
節
用
集の
索
引
作
成は 、
別に
渡
辺
綱
也

氏の
下で
も
継
続し
て
行な
わ
れ
て
い
る 。
「
文明
本
節
用
集
音
訓
索
引」(似牧

師
Z
2 、
昭
四
四・
八 、
昭
四
五・
三 、
昭
四
六・
三 、
昭
四
六・
一
O)

が
そ
れ
で 、
アの
部アル
まで
が
公
表さ
れ
た 。
また 、

urhyr刊一郎語
『伸明腕

節
用
集』
(昭
四
六・
一 、
文
化
舎
房
博
文
社)
の
複
製
刊
行
も
あっ
た。
陸

続
と
古
字
書の
複
製・
公
刊を
見
ると
と
は 、
各
時
期の
国
語
研
究に
基
本
的

文
献
を
得
る
訳で 、
大
き
な
福
音と
言
うべ
きで
あ
ろ
う 。
小
泉
弘
「
宝
物
集

と
壌
護
紗」
(語
学
文
学9、
昭
四
六・
四)
は 、
塩
褒
紗
依
拠の
宝
物
集
が

九
巻
本系
統の
もの
で
あ
ると
と
を
考
証
す
る 。
と
まっ
ひ
で
お
「
不
濁
点」
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(
国
語
争回 、
昭
四
五
・三)
は 、
文
明
本
節
用
集に
見
え
る
圏
点の
担
う一

次
的
な
機
能につ
い
て
論
証
し 、
仮
名の
清
濁の
か
き
わ
けの
歴
史の
上
に
そ

の
位
置
付
け
を
試
み
た
もの
で
あ
る 。
林
義
雄
「
文
明
本
節
用
集
所
引の
下
学

集
本
文の
性
格に
つ
い
て」(紅
賂…
幹一
世時、
昭
四
五
・三)
は 、
本
書
の
注

記
・

語
認
な
どの
検
討を
通
し
て
そ
れ
が
下
学
集
第
三
類
本の
特
徴を
有し
て

い
る
乙
と
を
論
ず
る 。
春
日
和
男
「
伊
勢
本
節
用
集の一
系
譜

ll玉里文庫本と

竜門文庫一
本
||」

(詩
文
研
究泊 、
昭
四
五
・一
一)
は 、
両
本の
比
較
考
察

か
ら 、
共に
同
系
列の
節
用
集で
あ
る
が 、
王
星
文
庫
本は
竜
門
文
庫一
本の

祖
本
的な
面
影
が
あ
り 、
竜
門
文
庫一
本は
天正
十
八
年
本へ
あ
る
程
度の
連

繋を
示
し
て
い
る
と
論
ず
る 。
北
恭
昭
「
慶
長
整
版
倭
玉
篤
と
類
字
韻の
関

係」
(
訓
点
語と
訓
点
資
料位 、
昭
四
五
・一
O)
は 、
載
録
字の
出
入
・
誤

写
の
問
題
・

字
順
及
び
丁の
排
列
・
音
訓
表
記の
異
同な
ど
の
検
討に
よっ
て

両
書の
関
係
を
論
じ
た
もの
で
あ
る 。
奥
村三
雄
「
表
分
韻
略の
版
本に
つ
い

て」
(
語
文
研
究幻
也 、
昭
四
六
・一

O)
は 、
本
書の
移し
い
数の
版
本
を

博
捜
し
て
細
密な
書
誌
学
的
考
察の
下に
分
類
整
理
を
試
み
た
労
作で 、
その

字
音に
つ
い
て
の
鋭
い
観
察
も
行な
わ
れ
て
い
る 。

車日
義
関
係で
は 、
日
遠の
法
務十
音
義
警が
相
前
後
し
て
凸
版で
複
製
刊
行
さ

れ
た。
一
は 、
兜
木
正
亨
『
法
華立日
義
類
爽乾』
(昭
四
六
・
七 、
木
満
寺)
で 、

寛
永二
O
年
版
法
務十
経
随
音
句
・

寛
文
九
年
版
法
華
訳
和
尋
跡
抄
が
収め
ら

れ 、
同
姉の
解
説
が
附
さ
れ
て
い
る 。
一
は 、
中田
祝
夫
博
士の
企
画
刊
行に

か
か
る
「
国
語
学
研
究
資
料
援
刊」
に
収
め
ら
れ
た
『
法
華
経
随
音
句』
(昭

四
六
・

六 、
勉
誠
社)
で 、
寛
永二
O
年
版
の
複
製
に
同
博
士の
解
説
を
附

す 。
尚 、
中
田
祝
夫
「
日
遠
著
「
法
華
訳
和
尋
跡
抄」
に
つ
い
て」(酬財
務一会、

昭
四
六
・五)、
林
史
典
「
法
華
経の
諸
音
義
に
見
え
る
反
切の
ひ
ろ
が
り
に

つ
い
て」(岡
山鶏群会、
昭
四
六
・一
O)
も
あっ
た 。

外
国
資
料
関
係の
研
究に
つ
い
て
述べ
る 。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料の
関
係で

は 、
ま
ず 、
土
井
忠
生
『士口
利
丹
語
学の
研
究新版』
(昭
四
六・
六)
の
刊
行

が
あっ
た 。
今
泉
忠
義
博
士は 、
『日
葡
辞
書の
研
究』
(
語
集
昭
四
五
・三 、

用
語
上
昭
四
五
・
九 、
用
語
下
昭
四
六
・一

O 、
外
編1・
日
約
辞
書
用
例
祭

昭
四
六
・一
O 、
桜
級
社)
と
い
う一
連の
研
究
を
公に
さ
れ
た 。
大
塚
光
信

「キリシタン版エ
ソ
ポ
物
語付古活字本伊曽保物箆」
(
紛馴、
昭
四
六
・
三 、
角

川
容
庖)
は 、
文
禄
二
年
版
ロ
ーマ

字
本と
際…断書
士口
活
字
本と
の
翻
刻
で

あ
る 。
と
の
方
面
で
も
索
引の
作
成が
漸
く
盛ん
に
な
りつ
つ
あ
る 。
小
島

幸
校
『
ど
ち
りな
き
り
し
た
ん
総
索
引』
(昭
四
六
・五 、

風
間
書
房)
は 、

解
題
・
索
引
篇の
他に 、
影
印
篤と
し
て

世話
ロ
ーマ

字
本一
六
O
O
年
版

及
び内
長
忠附
国
字
本
慶
長五
年
版の
影
印を
も
収め
る 。
ラ
ホ
日
辞
典
索

引
刊
行
会か
ら
は 、髄猷
麓純一日耕一
『
ラホ
日
辞
典の
日
本
語
本
文
篇』
(6

7、
昭
四
五
・二 、

昭
四
五・
九)
が
第
七
分
冊で
完
結
し 、

続い
て
『
ラホ

日
辞
典の
日
本
語
索
引
編I』
(昭
四
六
・
五)
が
出
て 、
索
引
篇の
刊
行

が
始
まっ
た 。
そ
の
ラホ
日
辞
典につ
い
て
は 、
日
本
語
を
翻
字
す
るに
当
た

っ
て
問
題と
な
る
語
を
詳し
く
考
証
し
た
相
坂一
成
「
翻
字
覚
え
書
き
ω

ーー

ラホ日辞典の日
産
↑」(馳
駁守、
昭
四
六
・一)

が
あ
る 。
林
重
雄
「
天
草

版
低一一欄鰯語
言
葉の
和
げ
語
奨
索
引」(開削紅峨間関123 、
そ
の
一
・

昭
四

四
・三 、
そ
の
二・
昭
四
五・
三 、
そ
の=
て
昭
四
六
・三)
も
完
成し
た 。

福
島
邦
道
「キ
リシ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
ロ
ーマ

字
本
と
国
字
本の
問
題」

(域特融即時科学日 、
昭
四
五・
三一)
は 、
そ
れ
ま
で
の
諸
説の
詳
密な
検
討を

通
し
て 、
ロ
ーマ

字
本と
国
字
本の
先
後に
つ
い
て
語
学
的な
デ
l

タに
よっ

て
決
定
す
る
と
と
の
困
難
さ
を
述べ
た
もの
で
あ
る 。
同
氏に
は
ま
た
「ロ

ド
リ

ゲス
日
本
大
文
典
か
ら
小
文
典へ
の一
考
察」(問鰭耕一雄、
昭
四
五
・一
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O)
が
あ
る 。
日
葡
辞
書に
つ
い
て
は 、
その
記
述
的
形
式の
検
討
か
ら
編
謀

者の
規
範
怠
識を
追
求
し
た
論
文に
遠
藤
潤一
「
日
葡
辞
書の
国
語
か
ら
11ク

活用
形
容詞の
記述
的
側面につ
い
て
||」
(
国
学
院
雑
誌、
昭
四
五
・
五)、
同
「
日

初
辞
書
編
者の
形
容詞
観」
(関
学院
雑誌、
昭
四
六・
三) 、
同
「自衛
辞
書

の
漢
語
語
幹
形
容
動
詞」
(
国
語
と
国
文
学 、
昭
四
六・
九)
が
あ
る。
ま
た 、

森
田
武
「
日
葡
辞
書
の
方
言
語
設
拾
遺」
(
妨信
欄日、
昭
四
五
・
一
一
)
は、
近

藤
国
臣
氏の
研
究
を
継
承し
て
の
検
討
で
あ
る 。
山
田
俊
雄
氏
は 、
「
落
葉
集

小玉
篇に
見
え
る
漢
字
字
体
認
識の一
端」
(
国
語
学倒 、
間
凶
六・
三)
に
お

い
て
本
書
小
玉
篇の
重
出
字の
検
討を
中
心に 、
そ
の
字
体
認
識を
鋭
く

分
析

さ
れ
た 。
同
氏
に
は 、
「
漢{子
の
定
訓
に
つ
い
て
の
試
論
llキリシタン版落葉集

小玉
号
誌にして
|」(
議畑

F、
間
四
六・
九)
と
い
う
労
作
が
あ
る 。
林

田
明
「一
五
九一
年パ
レ
ト

手
記
写
本
「
サ
ン
トス

の
御
作
業
ヒ(肝
諮齢臥

1 、
昭
四
四)
は 、
版
本
と
の
対
比の
上
で
そ
の
内
容
紹
介
を
行なっ
た
もの

で
あ
る 。
同
氏
に
は
尚 、
ヴ
ァ

チ
カ
ン
図
書
館
蔵 、
マ
ノ
エ
ル・
パ
レ
ト

子

記
所
収
『サ
ン
タ
マ
リ
ナの
御
作
業』
の
翻
刻
と
翻
字
を
収
め
た
「
吉
利

支
丹
文
献
資
料と
芥
川の
文
学」(好特駄
目前一3 、
昭
四
六)
が
あ
る 。
松
本
宙

「
騒一一杯
伊
的口
保
物
語の
表
現
技
巧
と
中
世に
お
け
る
類
型
的
慣
用
句
表
現」

(
文
芸
研
究問 、
昭
四
五・
一
二)
は 、
と
の
資
料の
表
現
技
巧に
同
時
代の

文
学
作
品に
は
あ
ま
り
見
出
さ
れ
な
い
特
徴の
存
す
るζ
と
を
論
じ
た
もの
で

あ
る 。
同
氏に
は
尚 、
資
料の
信
頼
性の
検
討
を
通
し
て
従
来の
説に
疑
い
を

挟ん
だ
「
述
声
現
象の
体
系
性
を
め
ぐ
る
疑
問」
(
国
語
学
研
究開山 、
昭
四
五

・
三
乙
も
あ
る 。
遠
藤
邦
基
「
キ
リ
シ
タン
資
料の
表
記
面
か
ら
みた
二
面

性
|

費目の前の鼻音表記から
|」(
欝議国7 、
昭
四
六・
二)
は 、
表
記
面

か
ら
そ
の
資
料の
性
格
を
論
究し
た
も
の
で
あ
る 。
松
島
典
雄
「
キ
リシ
タン

資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
「
な
ん
だ」
「
な
か
っ
た」
の
口一
訳
語」・
岡
田
正
世
「
天

草
版
伊
白
保
物
語の
文
末
表
現につ
い
て
の
報止
己(
以
上 、間一附
一等国M 、

凶
五
・
二)
も
あ
っ
た。

朝
鮮
資
料
に
関
す
る
業
績
で
特
筆
す
べ
き
乙
と
は、
浜
田
敦
『
朝
鮮
資
料
に

よ
る
日
本
語
研
究』(昭
凶
五・
三 、
岩
波
書
庖)
の
公
刊で
あ
ろ
う 。
本
書の

価
値
は 、
福
島
邦
道
氏(
国
語
学部 、
昭
四
五・
一
二) 、
大
友
信一
氏
(国
語

と
国
文
学 、
昭
四
六・l
こ

の
説
か
れ
る
と乙
ろ
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が 、
と
の
高
著の
刊
行に
よっ
て
と
の
方
面
の
研
究
は
大
きな
道
標を

得
た
と
言
うべ
く 、
そ
の
内
容は
永
く

後
学の
範
と
な
る乙
と
で
あ
ろ
う 。
朝

鮮
資
料の
複
製に
は 、鯨綿
一鈴町一畔一一一一四
『
児
学
編・
臼
語
類
解・
韓
語
初
歩』

(間
四
六・
九 、
京
都
大
学
国
文
学
会)
が
あっ
て 、
浜
田
敦
氏に
よ
る
問
題

が
添
え
ら
れ
て
い
る 。
日
本
側の
朝
鮮
語
記
録
の一
で
あ
る鯨
猷
鼓務調

『
絵
入
り
朝
鮮
物
語』
(浜
回
数 、
昭
四
五・
九 、
京
都
大
学
国
文
学
会)
の
刊

行
も
あっ
た 。
安
田章
「「伊
呂波」
雑
考」
(
国
語
国
文、
昭
四
五・
三)
は、

その
典
拠につ
い
て
の
検
討を
還
し
て
「
伊
呂
波」
の
各
項の
持つ
問
題
点
を

詳
密に
分
析し 、
ζ
れ
を
重
刊
改
修
本
と
文
釈
本
と
の
中
聞に
位
置づ
け
よ
う

と
す
る 。
馬
淵
和
夫
『「
三
国一
史
記』
『
三
国
造
事』
に
あ
ら
わ
れ
た
古
代
朝
鮮

の
用
字
法につ
い
て」
(言
語
学
論
叢口 、
昭
四
六・
一
一)
は 、一そ
れ
ら
と

日
本
書
紀
に
見
え
る
用
字
との
関
速につ
い
て
論
じ
た
もの
で
あ
る 。

中
国
資
料の
凸
版に
よ
る
複
製
刊
行
も
あっ
た 。
坂
井
健一
「
明
代日
本
語

資
料
集
成」
(
昭
四
六・
二 、
昭
四
六・
三 、
汲
古
書
院)
が
そ
れ
で 、
語
禁

止扇
と
し
て
日
本
考・
日
本一
鑑・
日
本
考
略・
日
本
寄
語・
日
本
館
訳
語・
使

琉
球
録・
夷
語
夷字
附 、
また 、
使
琉
球
録
夷
語
夷
字
附・
中
山
伝
信
録・
音

韻
字
海・
日
本
館
訳
語・
日
本
寄
語
語
奨
対
照
が
収
録
さ
れ
て
い
る 。

近
世の
研
究
に
移
る 。
ま
ず 、
契
沖につ
い
て
は 、
小
泉
道
「
古
代
説
話
資

料
雑
記
につ
い
て

l
苦の新
資料
|」(規制駄
態3 、
昭
四
六・
三)、
ま
た 昭
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山田
忠
雄
氏に
「
三
代の
校
訂
ll
和
主
事の
場合|」(
概
毅
鵠
盟
都限、

昭
四
六・
五)
が
あっ
た 。
既に
刊
行
が
進め
ら
れ
て
い
る
い純一一炉
『
本
居
室

長全
集』
(
筑
摩
書
房)
は、
第五
巻
(
昭
四
五・
九)・
第六
巻
(
昭
四五
・

六)
・
第
七
巻
(昭
四
六・
四)・
第
二ニ
巻
(昭
四
六・
九)
の
配
本
が
あっ

た 。
近
世
国
語
学史の
研
究
で
第一
に
挙
ぐべ
き
業
績は 、
竹
岡
正
夫
『
富
士

谷
成
章
吻
唯一技
研
究』
(昭
四
六
・
四 、
風間
舎一民)
で
あ
ろ
う 。
本
蓄につ

い
て
は
既に
山口
明
穏
氏の
書
評(閑
語
と
国
文
学、
昭
四
七
・二)
が
あ
るの

で 、
詳
細は
そ
れ
に
譲る
と
と
と
し
た
い
が 、
本
書に
お
い
て
富
士
谷
成
章の

文
法
学
説が
彼
自
身の
精
確に
し
て
佼れ
た
解
釈
力の
上
に
実
兄
皆
川
浜
園の

漢
語
学
上の
影
響
も
受
け
て 、
か
ざ
し
抄
か
ら
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄 、
更に
刊
本
あ

ゆ
ひ
抄へ
と
成
長・
発
展し
て
い
く
過
程
が
見
事に
跡づ
け
ら
れ
て
い
る 。
本

書
は、
研
究
史
上、
燦
然
と
輝
く
大
著
で
あ
る
ときロ
う
乙
と
が
で
き
る。
佐
閏
智

明
「
古
今
集
遠
鏡に
見
え
る
「
ワ
イ」
を
め
ぐっ
て」(
枇
軌

酬一較す、
昭
四
五・

一一一)、
同
「
あ
ゆ
ひ
抄に
お
け
る「べ
し」
の
皇
言を
め
ぐっ
て」
(

焼却…
一幹

7 、
昭
四
六
・一
二)
は 、
里
言
を
手
懸
り
と
し
て
宣
長
・
成
章の
学
説
を
検

索
し
よ
う
と
試
み
て
い
る 。
本
居
宣
長の
学
説に
つ
い
て
は
尚 、
次の
論
が
あ

っ
た 。
山
本
信
道
「
ひ
も
鏡につ
い
て」
(
難

辞献
鮮
主、
昭
四
四
・一
二)

は 、
と
の
書の
窓
義 、
ま
た
〔
は〕
〔
も〕〔
徒〕
の
〔
徒〕
の
語
義
を
論じ
て

い
る 。
武
田
孝
「
本
居
宣
長
と
終
止
形
接
続の
助
動
詞
「
な
り」
(上・
下)」

(
解
釈 、
昭
四
五
・
八 、
昭
四
五・
一
O)
は 、
乙
の
語に
つ
い
て
の
彼の
記

述・
解
釈
・
使用
法に
つ
い
て
検
討
す
る 。
田
島
光
平
「
玉の
小
櫛の
「な
り

け
り」
の
説

||連
休
形
ゑ
接の
「
な
り」
の一
用
法
|l」

(
国
語
と
国
文
学 、
昭
四

六
・
二一)
は 、
源
氏
物
語に
お
け
る
「な
り(
け
り
ご
の
用
法に
つ
い
て
類

型
化
を
試
み 、
宣
長の
説の
妥
当
性
を
検
証
し
よ
う
と
し
た
もの
で
あ
る 。
和

田
義一
「
宣
長の
敬
語
観」(
蹄剛
一幹国u 、
昭
四
五・一一)、
野
口
武
彦「
本
居

宣
長
に
お
け
る
詩
語
と
古
語
11『
新古
今和
歌
集
炎
浪の
家づ
と』
の
定
家批
判を
中
心

K
|l」

(
文
学、
昭
四
五・
四) 、
重
松
信
弘
「
本
居
宣
長の
物の
あ
は
れ
説」

(
臨
時一館3J、
昭
四
五
・

六)、
小
椋償一「
宣
長
「
もの
の
あ
は
れ」
論
と
法
然

浄
土
教
思
想
と
の
関
連に
つ
い
て」
(
国
語
国
文、
昭
四
五・
六) 、
佐
野正
巳

「
宣
長
の
優
越
意
識
付
『|
学
問と
思想の
醸
成の
基
盤
llf)(
解
釈、
昭
四
五・
二
)、

田
中
宗
作
「百
人一
首
古
注ノl
ト
l|『古今集遠鏡』
と
怠長門流の百人一首注

との関係
||」

(
語
文担 、
昭
四
六
・三)
な
ど
も
あっ
た 。
高
橋
貞一
「
富
士

谷
家
文
書」(
肌

務総官、
昭
四
六・
三)
の
翻
刻
が
あっ
た 。
後
藤一
日
「
詞

の
小
車」
の
国
語
学
史
上
の
地
位1|
柴田
常悶の
大
著l1」
(
国
学
院
雑
誌、
昭

四
六
・

五)
は 、
乙
の
蓄を
御
園
詞
活
用
抄の
後、
活
語
断
続
譜・
詞の八
衡

の
前に
あ
る
用
言
研
究
書
と
説
く。
古
田
東
朔
「
活
語
断
続
図
説(
神
習
文
庫)

・

活
語
断
続
諮(
黒
川
文
庫
絞)
・
言
語
四
種
論(
同
上)
・

言
語
音
声
考
(
向

上)
|
国
語
学
資
料
覆刻付
解
説
|」

(
散

開2、
昭
四
四
・一
二)
の
翻
刻
が

あっ
た 。
ま
た 、
藤
原
返
「
阿
刈
霞論
争と
剰
窃
論
争」(
限
強制 、
昭
四
五
・

六) 、
東
海
林
辰
夫

妻
樹
と
御
杖
と
の
歌
論
考
察
(
下)

1し
らベ・
ま
ζ
と・
倒

語
IB--」

(
験目 、
昭
四
六・一一一) 、
足
立
巻

二
や
ち
ま
た
(
日)
〔
本
居
春
庭

『
詞の
通
路』
に
つ
い
て〕」
(
天
秤回 、
昭
四
六・
二)
も
あっ
た 。
古
田
東

朔「
お
結
額登
介護
考」
(似
欝学日、
昭
四
五
・一
二)
は、
乙
の
書の
古

田
氏
蔵
本
を
翻
刻
す
る
と
共に 、
そ
の
内
容
を
詳
細に
検
討し 、
そ
の
学
史
上

の
意
義を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
稲
垣
正
幸
「
釈
文
雄「
和
字
大
観
抄」の
ア
ク

セ
ン
ト(
上)」(
国
文
学
論
考
6、
昭
四
五
・
三)
は、
乙
の
書
の
附
録
所
載「
古

今
集
序」
の
ア
ク
セント
に
つ
い
て
検
討し
たもの
で
あ
る
が、
著
者・
本
書、

その
四
声
観に
つ
い
て
も
説
く
と
と
ろ
が
あ
る 。
橘
登
氏に
は 、
「
仮
名
書
状
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1|『消息文
担
をめぐって
|」(

恕と位 、
昭
四
五・
五) 、
「
初
学
文
章

系
書
簡
作
法
警につ
い
て」(砧側 と
そ
昭
四
六・
五)
な
どの
書
簡
作
法
警に

関
す
る
考
察
が
あっ
た 。
尚 、
鹿
持
雅
澄に
関
す
る
新
資
料の
翻
刻に
小
関
清

明
「
鹿
持
雅
澄
「
土
佐
国
玉
島
考」(聞知大1 、
昭
四
五
・
七)
が
あ
る 。

先
に
複
製が
刊
行さ
れ
た
増
補
下
学
集は
また 、

腕蜘欧諸一史
『
増
補
下
学
集

索引』
(
文
化
書
房
博
文
社 、
昭
四
六・
四)
が
出
版さ
れ
て 、
そ
の
検
索に
使

を
得
る
ζ
と
と
な
っ
た
。
『
武
家
節
用
集
』
(
解
説
島
田
勇
雄、

昭
四
六
・

七、

前
田
舎
底)
の
複
製
刊
行は 、
近
世辞
書
史
研
究の
上で
は
勿
論の
乙
と 、
武

家
詞の
研
究に
益
す
る
と乙
ろ
が
大
き
い 。
柏
原
司
郎
「
近
世
国
語
辞
書の一

本
(寿
海
節
用
集)」
(
語
学
文
学9、
昭
四
六
・
四)
は 、
近
世の
節
用
集
を

研
究
す
る
際の
問
題を
考
慮しつ
つ 、

問位閥均一醐一鵬
寿
海
節
用
万
世
字
典に
つ

いて
書
誌
を
中心
に
その
特
徴
を
検
討
す
る 。
島
田
勇
雄
「
寛
永六
年
版
宜
禁

本
草につ
い
て」(割削文日 、
昭
四
五・
六) 、
小
林
祥
次
郎
「
書
言
字
考
節
用

集につ
い
て」(

酌耕一一時銅山一瞬2 、
昭
四
五・
二)
も
あっ
た 。

洋
学
資
料に
基づ
く
近
代日
本
語の
研
究
も
近
年
殊に
隆
盛の
粛
を
見せ
て

い
る
が 、
そ
の
よ
うな
動
向の
中で 、
松
村
明
『
洋
学
資
料と
近
代
日
本
語の

研
究』
(間
四
五
・
八 、
東
京
堂
出
版)
は 、
と
れ
ら
資
料の
周
到
な
調
査
・

整
理
に
立
脚し
た
研
究と
し
て
画
期
的
な
もの
と
い
うζ
と
が
で
き
る 。
乙
の

高
著
に
つ
い
て
古
聞
東
朔
氏

(
国
語
と

国
文
学、

昭
四
六
・

七)
・

高
野
繁
男

氏
(国
語
学的山 、
昭
四
六
・一
二)
の
紹
介
・
書
評に
加
うべ
き
何
もの
も
持

た
な
い
が 、
そ
と
に
所
収の
精
紋に
し
て
穏
健
な
論
考は 、
い
ず
れ
も
今
後乙

の
方
面の
研
究の
大
き
な
礎
石と
な
る
もの
で
あ
ろ
う 。
片
桐一
男
『
杉
田
玄

白』
(昭
四
六・
三 、
吉
川
弘
文
館)
は 、
新
資料
を
用
い
て
その
生
涯
と
業

績
を
説
く 。
永
嶋
大血(
『
蘭
和・
英
和
辞
書
発
達
史』
(昭
四
五
・
九 、
議
談

社)
は 、
と
の
方
面の
辞
書の
沿
革
を
詳
説
し
て
有
益で
あ
る 。
『
和
英
語
林

集
成再版
』
(
解題亀井孝、
昭和
四
五
・

二
、

東洋
文庫)、
『英和俗
語
辞

典
(
本
文
筑)
』
(
解
説
松
村
明、

昭
四
五
・

七、

勉
誠
社)
、
『
の
口}】
O
占
E
E
』
右
中

ロ叩田町
(日
本
語会話)
』
(
解
説
松
村
明、
昭
四五
・

一

て北辰)
な
どの
複

製
刊
行も
あっ
た 。
村
山七
郎
「
新ス
ラ
ヴ・
日
本
語
辞
典K
お
け
るm
世
紀

初めの
薩
摩
方
言
語
奨」
(文
学
研
究回 、
昭
四
六
・三)
は 、
ζ
の
辞
典の

内
容
紹
介と
緩
摩
方
言
単
語
リス
ト

な
ど
を
収め
る 。
杉
本
つ
と
む
「『閲
訳

室
』

に
関
す
る
考察
11首
位随と

そ

の

喜
↑」(
議大6、問
四
六・

一ニ)
は 、
ζ
の
蓄の
検
討を
通し
て
玄
随の
蘭
文
法の
基
盤が
漢
文
法に
あ
り 、

乙
の
書に
唐
話
学の
影
響が
決
定
的で
あ
る
乙
と
を
指
摘
す
る 。
また 、
上
原

久
「
長
崎
通
事の
満
州
語
学」
(言
語
学
論
叢口 、
昭
四
六・一
一)
も
あっ

た 。
三
沢
光
博
『クル
チ
ウス
日
本
語
文
典
例
証』
(昭
四
六・
六 、
明
治
容

院)
が
刊
行さ
れ
た 。
同
氏に
は
尚 、
「「日
本
語
文
法
例
証」
か
ら「日
本
語
文

典
」

へ

|
ホ
フ
マ
ン
の

受T|
(
E)
」
(J
談
議
務
官
昭
四
五
・

三)
が
あ

り 、
日
本
語
文
典
例
証の
検
討
を
通
し
て 、
日
本
語
文
典に
至
る
ホ
フマ
ン
の

学
説の
展
開を
考
察し
て
い
る 。
同
氏に
は
また
「ホ
フマ
ン
に
依
る
和
歌の

独
訳と
助
詞
4d
k
関
す
る
そ
の
説明」(J

一訟叩献
懇綿初 、
昭
四
六
・一

一一)
が
あ
る 。
また 、
野
間一
正
「
ファ
ン・
デ
・へ
ス
lス

の
日
本
語
文
典

||
徳
川
鎖
国
期
に
お
け
る
一
ス
ペ
イ
ン
人
の
日
本
籍
研
究

||」
(
海
外
事
情、

昭
四
六
・

九) 、
古
田
東
朔
「ホフマ
ン
とヘボ
ン」(
鰻額制
♂、
昭
四
六
・

二)

も
あっ
た 。
翻
刻に
尚 、
「
魯
西
亜
語
類(翻刻)

|1業
会笠置六
|t」

(ピ
プ
リ

ア
必 、
昭
四
五
・
六)
が
あ
る 。

昭
和
四
四
年一
二
月に
刊
行の
始
まっ
た
安
田
喜
代
門
『
国
語
講座』
(白

帝
社)
は 、
文
法
研
究の
歴
史
を
中心
とし
た
明
治
以
降の
国
語
研
究
史の
議

座で
あ
る。
そ
の
第二
巻
(昭
四
五
・
ご
は
松
原
右
樹
「
敬
語
法
学
説
史

l|山田孝雄」・
北
条
忠
雄
「
山
田
文
法」・
遠
藤
嘉
基
「
訓
点
語
研
究
史」
・
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安
田
喜
代
門
「
語
法
研
究
史

l|口
罰論中心」 、
第
三
巻
は
松
原
右
樹
「
敬
語
法

学
説
史」・
吉
田
金
彦
「
昭
和
以
後
の
国
謡
史
研
究」・
同
「
吉
沢
博
士
の
文
法

学
説
に
つ
い
て」・
塚
原
鉄
雄
「
橋
本
文
法」・
同
「
時
枝
文
法」・
遠
藤
嘉
基

「
訓
点
語
研
究
史」・
安
田
喜
代
門
「
語
法
学
説
史」
の
諸
編
か
ら
成
る 。
各
編

い
ず
れ
も
特
色
の
あ
る
通
観
が
試
み
ら
れ
て
お
り 、
懇
切
で
あ
る
が 、
一
層
組

織
的
な
編
集
で
あ
れ
ば
と
思
わ
れ
る 。
日
野
資
純
「
馬
場
辰
猪
の
「
日
本
文

典
初
歩」
と 、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
英
文
典」(
論M
款努、
昭
四
六・

一)
は 、
綿
密
な
比
較
検
討
の
結
果 、
そ
の
英
文
典
と
し
て
従
来
指
摘
さ
れ
て

い
た
も
の
に
加
え
て 、
ま
た
そ
れ
以
上
に
マ
レ
!

の
英
文
典
の
影
響
の
大
き
い

こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る。
古
田
東
朔
「
大
槻
文
彦
伝
(
七)
|(一

七
こ

(
文
法 、
昭
四
五
・一
l

昭
四
六
・

三)
は 、
語
法
指
南
・

広
日
本
文
典な
ど

を
対
象
と
し
て
彼
の
文
法
学
説
を
詳
密
に
検
討
し
た
も
の
で 、
大
槻
文
彦
に
つ

い
て
の
研
究
と
し
て
ま
た
明
治
以
後
の
国
語
学
者
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は

他
に
比
を
見
ぬ
も
の
で 、
そ
の
完
成
の
待
た
れ
る
剖
目
す
べ
き
業
績
で
あ
る 。

「
国
語
学
研
究
資
料
叢
刊」
の
一
と
し
て 、
大
矢
透
『
仮
名
源
流
考
及
証
本
写

真』(解
説小
松英
雄、
昭
四
五
・

五 、
勉誠社)
の
複
刻
も
あ
っ

た 。
ま
た 、

太
田日間
二
郎
「
大
矢
透
博
士
の
著
書
稿
本
刊
本
及
び
蔵
書

ll伝
記
的
容目
ll」

(
糊

叡
説5、
昭
四
六
・

三)、
認
点下政猷は
「「
古
代
国
語
の出日
程就
い

て」
の
発
表日
時」
(
国
文
旬 、
昭
四
五
・

七) 、

経蹴
謀
議
「
橋
本
進士口

博
士
を
偲
ぶ」
(
昭
四
六・
三 、
商
事
務
局)
な
ど
も
あ
る 。

ま
た 、
か
め
い
た
か
し
「《「
乙
く
ど」
と
は
い
か
な
る
乙
と
ば
な
り
や》

|l
古
さ
や
か
な
る
つ
ゆ
ば
ら
い
の
と
乙
ろ
を
と
め
て
l|」

(
国
語
と
国
文
学、
昭
四
五

・一
O)
は 、
厳
格
に
し
て
深
い
学
的
内
省の
下
に
と
の
語
の
担
う
歴
史
的
背

景
と
窓
義
と
に
つ
い
て
論
述
し
た 、
熟
読
含
味
すべ
き
高
論
で
あ
る 。
永
山
勇

「「
仮
名
づ
か
い」
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ

て」
(
国
語
研
究
辺 、
昭
四
六・
七)

は 、
乙
の
用
語
の
語
義
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る 。

三、
資

料

国
語
国
文
関
係
の
資
料
の
複
製・
翻
刻
は 、
正
し
く

盛
況
の一
語
に
尽
き

る 。
諸
蓄
の
索
引
作
成
の
作
業
も
い
よ
い
よ
盛
ん
で
あ
る 。
そ
れ
ら
の
う
ち 、

ま
ず 、
各
時
代
に
亙
る
文
献
を
収
め
た
叢
書・
全
集
な
ど
の
刊
行
状
況
に
つ
い

て
述
べ
る 。

吉
田
幸一
「
古
典
文
庫」
は 、
第
二
七一
冊
か
ら
第
二
九
五
冊
ま
で 、
『
未

刊
謡
曲
集』
四
冊
(
問
中
允 、
m一
五
昭
四
五
・一 、

m一
六
昭
四
五
・

七 、

加一
七
昭
四
六
・

三 、
m一
八
昭
四
六
・

九)『
あ
ま
の
か
る
も』
二
冊
(m

上
昭
四
五
・

三 、
m
下
昭
四
五
・

六)
『
松
陰
中
納
言
物
語』
二
冊
(捌
上
昭

四
六
・二 、

問山
下
昭
四
六
・

五)
の
他 、
『
私
衆
百
因
縁
集』
(m
下
昭
四
五・

一一)
『
順
礼
物
語』
(別 、
朝
倉
治
彦 、
岡
田
五
・
四)
『
竹
む
き
か
記』
(町 、

幽紘一榊語 、
昭
四
五・
五)
『
女
郎
花
物
語』
(m 、
昭
四
五
・

八)
『献
上
方
狂
歌

集』
(m 、
其
鍋
広
済 、
昭
四
五
・

九)
『
中
世
仏
教
歌
謡
集』
(
捌
下 、

問団
控へ

昭
四
五
・一

O)
『
光
俊
集』
(組 、
安
井
久
善 、
昭
四
五
・一

一)
『
女
郎
花

v

 
物
語』
(
加
翻
刻
錦 、
佐
藤
りつ 、
昭
四
五
・

=
乙
『
宝
物
集』
(加 、
小
泉

弘 、
昭
四
六
・

二
『
古
浄
瑠
璃
集加賀猿正本二』
(揃 、

鰍
剣一階一 、
昭
四
六・

四)
『
雑々
集』
(加 、
昭
四
六
・

六)
『
松
陰
中
納
言
物
語』
(加
翻
刻
錦 、
大

橋
千
代
子 、
昭
四
六・
七)
『
好
色一
代
男』
(加 、
前
回
金
五
郎 、
昭
四
六・

八)
『
百
人一
首
古
注』
(
如 、
昭
四
六・
九)
『
中
世
神
仏
説
話』
(
加
続
々 、

間
一難棚 、
昭
四
六
・一

一)『
近
世
仏
教
歌
謡
集』
(捌
上 、

前
一線記入 、
昭
四
六・

一
一)
『
上
方
狂
言
本』
(
郡
五 、

欄
朝 、
昭
四
六
・一

二)
な
ど 、
中
近
世
文

学
資
料
が
複
製・
翻
刻
さ
れ
た(
無
記
名
は
吉
田
幸一
博
士
編) 。
古
典
文
庫
で

は
尚 、
「
近
世
文
芸
資
料」
と
し
て
前
田
金
五
郎
『
竹
斎
物
語
集
議』
(
口 、
昭
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四
五・
一
O)
を
刊
行し
て
い
る 。

「
貴
重
古
典
籍
叢
刊」
(
角
川
書
庖)
は 、
「
新
撰
菟
玖
波
集実陵本」
(4 、

鍬制金組附 、
昭
四
五・
三)
の
刊
行を
見
た 。
尚 、
乙
れ
に
は 、
「
中
世
文芸
護

者」
別
刊2
と
と
し
て
山
根
清
隆
『
新
撰
菟
玖
波
集
自
立
語
索
引』
(
昭
四
五・

六 、凱制
抑制一文)
が
あ
る 。

純一肌雌雄一肌
「
斯
道
文
庫
古
典
叢
刊
之二」
と
し
て
『
百
二
十
勾
本
平
家
物
語』

(
昭
四
五・
一 、
汲
古
書
院)
の
影
印
も
刊
行
さ
れ
た 。

町一瑚
一格的胤(
「
吋紘一
古
典
設
刊」
の
刊
行
が
開
始
さ
れ 、
『
伊
勢
物
語実
協議天

稲本』
(1、
伊
井
春
樹 、
昭
四
五・
四)
『
名
女
情
比札知町一耕
一尚一剛院咽密』

(2、
土
問
街 、
昭
四
五・
七)
『
大
山
紙
神
社
法
楽
連
歌上札一同社」
(3、
和

田
茂
樹 、
悶
四
五・
一
O)
『
金
葉
和
歌
集
伝為家筆本』
(5
上
昭
四
六・
一 、

6
下
昭
四
六・
四 、
小
泉
進)
『
光
源
氏
歌
抄
出伝猪苗代兼紙袋本』
(7 、
伊
弁

春
樹 、
昭
四
六・
七)
『
か
な
め
い
し
一誠一一日道』
(8、
土
岡
術 、
昭
四
六
・

九)

な
どの
写
真
複
製
が
公に
なっ
た 。

「
古
典
資
料」
(
す
み
や
舎一肘)
で
は 、
『
東
海
道
名
所
記』
(お
上
昭
四
五・

八 、
H
下
昭
四
五・
八 、
小
池
章
太
郎)
に郡山制
本が 、
ま
た
『
応
永
記・

明
徳
記』
(7 、
朝
倉
治
彦 、
間
四
五・
一
二)
に

観誠一
応
永
記・

阻組問一一蹴

応
永
記・

却問批判一成
明
徳
記
が 、
ま
た
『
詠
歌
之
大
概』(路 、
志
村
有
弘 、
昭

四
五・
一
二)
に

関心間断
詠
歌
大
概・
詠
歌
之
大
概・
詠
歌
大
概
安
心
秘
訣
が

収
め
ら
れ
た 。
ま
た
『附醐紋
平
家
物
語
長門本

ご
(目 、
昭
四
六・
六 、
芸

林
会)
『
南
畝
文
庫
蔵
書
目
録

L断材せ文』
(路 、
昭
四
六・
一
O 、
芸
林
合)

『
清
輔
雑
談安政五年刊本』(目 、
昭
四
六・
一
て
芸
林
舎)
も
刊
行
さ
れ
た 。

詔一研
「
古
典
研
究
会
叢
書」
(
汲
古
書
院)
は 、
第二
期
(
国
文
学)
の
刊

行に
入
り 、
『糊榔駄目不
平
家
物
語

務…側一脱会』
(
上
巻
昭
一凶
六・
一
O 、
下敷】
昭

四
七・
こ
が
先
ず
公
刊
さ
れ
た 。
古
典
研
究
会は
また 、
唐
話
学
研
究に
有

用
な
資
料の
蒐
集・
整
理
を
行な
い 、
「
唐
話
辞
書
類
集」
(
汲
古
脊
院)
の
刊

行
を
継
続し
て
い
る 。
乙
れ
は 、
国
語
資
料
と
し
て
も
役
立て
得
る 。
し
か
し

て
現
在
ま
で、
第一
集「蜘関知
一計
閥
抗」(
昭
四
四・
七)、
第
二
築「蹄…抑
制雄馴一寸
か」

(
昭
四
五・
五)、
第
三
集(
水
詩
伝
集)「間
一抑制
榊
一紘一t
t

持説蹴抑制・」(
昭
四
五

・
八)、
第
四
集(
内
閣
文
庫
集)
「
法一一岬件前74
附
砂
州脂綿
訳」(
昭
四
六・
七)、
第
五

集
「伺

説明川町一」(
昭
四
六・一
O) 、
第
六
築(
問
的
冠
山
袋
I)
「部臨傾向一奴庇」

(
昭
四
七・
二 、
第
七
集
(
間
嶋
冠
山
集
宜)
「問

題賂.」(
昭
四
七・
二)
が

長
沢
規
矩
也
氏の
解
題
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
た 。
尚 、
岡
島
冠
山
に
つ
い
て

は 、
潟
沼
誠二
「
岡
島
冠
山
研
究」
(畑鵬畑必 、
昭
四
五・
二)
が
あ
る 。

裂前奥
「復刻
日
本
古
典
文
学
館」
(
謀
議文)
は 、
第一
回
配
本
(
昭
四

六・
一
O)
が
あ
り 、
『
源
氏
物
語耕一利』
『
源
氏
物
語
奥
入純一時 自』
『
山
家
心

中
集
配畑一利』
『
方
丈
記

執柑光』
『
好
色一
代
男時以櫛』
『
南
総
里
見
八
犬
伝

刊

E僻
一線市本』
が
原
姿の
ま
まに
覆
刻
さ
れ
た 。

眠

時錯
漉…駄
目指均「駅
舎鯉
善
本
叢
書」(成

控除一出版部)
は 、
和
書
之
部
第

一
期
と
し
て
『到諮

問報酬…』
(
昭
四
六・
一
一)
か
ら
刊
行が
開
始
さ
れ
た 。
ま

た
駅舎慨
「
善
本
写
真
集出」
と
し
て
『

盟組針
近
収
善
本
書
影」
(
昭
四
五・

一
O 、
天
理
大
学
出
版
部)
も
あっ
た 。

廉
価
な
複
製
本の
出
版
も
近
年
頓に
盛
ん
に
なっ
た 。
「
笠
間
影
印
叢
刊第一

期」
(
笠
間
書
院)
は 、
『伊達本
古
今
和
歌
集

議定』
(1、
久的u
神
昇 、
昭
四

六
・
五)
『
御
物一
史
級
日
記耕一判
定』
(
2、
橋
本
不
美
男、
昭
四
六・
五)
『
御
所
本

伊
勢
物
語舵…刷新

誠一榔』
(3、
鈴
木
知
太
郎 、
昭
悶
六・
六)
『
和
歌
秘
伝
抄

雌硝賜欄川』
(4 、
久
松
潜一 、
昭
一凶
六・
六)
『桂宮本
字
津
保
物
語
俊
蔭
巻

開制断舎』
(5 、
林
作
光一 、
昭
一凶
六・
七)
『御所本
四
条
宮
下
野
集
紙…
…匂』

9，1 



(6 、融持不親夕 、
昭
四
六・
七)
『
新
古
今
和
歌
集

開通紘一叫輔』
(7
上
昭

四
六・
八 、
8
下
昭
四
六・
九 、
後
藤
重
郎)
『
宮本
枕
草
子
議蹴』
(9
上

昭
四
六・
一
O 、
ω
下
昭
四
六・
一
一 、
松
尾
聴)
『御
所本

百
人
秀
歌
繁一
一時u』

(口 、
久
曽
神
昇 、
昭
四
六・
一
二)
『
百
人一
首昭
黙認』
(ロ 、
樋口
芳

麻
呂 、
昭
四
六・
=
乙
『御所本
百
人一
首
抄院制断書』
(日臥国間一一時ι 、
昭
四

六・
一
二)
が
刊
行
さ
れた 。
また
「
認…
原
典シ
リ
ーズ」

(
新
典
社)
は 、

『
徒
然
草旭納肪繍烏』
(上
昭
四
六・
六 、
下
問
四
六・
七 、
桑
原
健
史)
『と

り
かへ
ば
や
物
語個耐一刺殺』
(一
昭
四
六・
八 、
二
昭
四
六・
八 、
三
昭
四
六・

九 、
四
昭
四
六・
九 、
今
井
源
衛)
『
大
和
物
語
部制
一時威』
(高
橋正
治 、
昭
四

六・
一
O)
『
古
事
記

担鈷訓』
(上
昭
一凶
六・
一
一 、
尾
崎
暢
狭)
の
刊
行を

見た 。
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活
字
若
し
く
は
謄
写翻
刻の
叢
書
類の
刊
行も
目
覚し
い 。
築
瀬一
雄
「
碧

沖
洞
叢
書」
は 、
『
未
刊
和
歌
資
料
集第十冊』
(別 、
昭
四
五・
ニ
『
清
水
冠

者
物
語第二冊』
(旬 、
集
瀬一
雄・
水
原一
・

藤
井
隆 、
昭
四五・
二
『
日
記

紀
行
集第五冊』
(町 、
築
瀬一
雄・
熊
谷
武
至 、
昭
四
五・
五)
『
漫
吟
集
龍
公

美
本』
(倒
天
昭
四
五・
四 、
町
長
昭
四五・
五 、
川町
地
昭
四五・
九 、
巾別 、

久
昭
四
六・
三)
『日
記
紀
行
集第六冊』
(同町 、
問
四
五・一
O)
『
未
刊
和
歌

資
料
集第十一
冊』
(目 、
策
瀬一
雄・
井
上
宗
雄・
和
田
英
道 、
昭
四
六・
四)

の
刊
行を
見た
(
無
記
名
は
築
瀬一
雄
氏
編) 。

「日
本
古
典
文
学
全
集」
(小
学
館)
は 、
解
説・
注
釈・
現
代
語
訳を
加え 、

そ
の
刊
行K
古
典
作
品
普
及の
意
図が
多
分に
濃い
が 、
『
源
氏
物
語一』(辺 、

暗
殺
お山、
昭
四
五・
二)
『
万
葉
集一』
(2 、
訟
d
弘師、
昭
四

六・
こ
『
井
原
西
鶴
集一』
(初 、
11均一服飾一抑制一脇町時制
粧品川、
昭
四
六二ニ)

『
古
今
和
歌
集』
(7 、
小
沢
正
天 、
昭
四
六・
四)
『画
落
本・
滑
稽
本・
人

情
本』
(C 、
鵠…一一一蹴
m為市、
昭
四
六・
五)
『
和
泉
式
部
日
記・
紫
式
部日

記・
更
級日
記・
讃
岐
典
侍
日
記』
(路 、
政
調融一一凶
器手、
昭
四
六・
六)

『
今
昔
物
語
集一』
(幻 、
誠一市一何?潤束 、
昭
四
六・
七)
『
方
丈
記・
徒
然
草・

正
法
限
蔵
随
聞
記・
歎
異
抄』
(幻 、酬日
哲郎問 一様宏、
昭
四
六・
八)
『
黄
表

紙・
川
柳・
狂
歌』
(
勾耕一山路一
軒齢、
昭
四
六・
九)
『
義
経
記』
(幻 、

梶
原正
昭 、
昭
四
六・
一
O)
『
浄
瑠
璃
集』
(必 、
横
山正 、
昭
四
六・一
一)

『
仮
名
草
子
集・
浮
世
草
子
集』
缶 、

許制一ト一騨綿順位 、
昭
四
六・
一
二)

な
ど
が
刊
行
さ
れた。

「
日
本古
典
全
書」
(朝
日
新
聞
社)
は 、
『
方
丈
記

ll鴨長明集
||』

(細
野

哲
雄 、
昭
四五・
八)
の
刊
行を
見た。

鎖
措
匂
「
仏
教説
話
文
学
金
集」
(6
昭
四
五・
五 、
7
昭
四
五・
九 、

8
昭
四
六・
五 、
9
昭
四
六・
一
一 、
隆
文
館)
の
刊
行
も
あっ
た 。

ま
た 、

む
いお対抗日
「
古
典
芸百」
と
し
て『
古
今
私
秘
沓』(8、
赤
羽
淑 、
昭

四五・
五 、む相
就訟U蛸
粧幹
一露国) 、
「
未
刊
国
文
資
料」
第三
期日
と
し
て

一位
一寄
『
中
世
歌
合
集と
研
究下』
(昭
四
五・
八 、
精…掴
計百) 、
更
に
「
松

蔭
国文
資
料
叢
刊」
と
し
て
『
西
揺
怪
談
実
記』
(2 、
金
井
寅
之
助 、
昭
四

五・
一
O 、
議
辞援駄)
が
刊
行さ
れた 。
尚 、献
緊
諸
『
国語
と
国
文

学』
昭
和
四
六
年
四
月
号では 、
「
国
文
学の
新
資
料」
と
題
す
る
特
集
が
行

な
わ
れ
た 。

国
史
学の
方
面で
史
料の
公
刊
を
意
図
し
て
編
纂さ
れた
議
書
類
も数
多

い。
乙
れ
ら
に
は
国
語
史
料と
し
て
有
用
な
もの
も
多い
の
で 、
その
主
な
も

の
に
つ
い
て
次κ
述べ
る乙
と
と
す
る 。

際
経史
「
大
日
本
史
料」
「
大日
本
古
文
書」
(東
京
大
学
出
版
会)
の
復

刊も
継
続
し
て
い
る 。
第
三
期(
諸問)・
第
四
期(
諸問一)
分と
し

て
は 、
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「
大日
本
史
料
」

は
第一一編
か
ら
第
十二一
編
ま
での
各
編
(寸
引仁一14
区

一概

ト 一一)
六
冊 、
合
計
七
二
冊 、
「
大日
本
古
文
書」
は 、
正
倉
院
編
年
文
書
之二

十
五
及
び
家
わ
け
文
書
四
之
六
か
ら二
十
之こ
ま
で 、
幕
末
外
国
関
係
文
書一

か
ら
三
ま
で 、

合
計
四
八
冊
が
刊
行
さ
れ
た。
ま
た 、
新
刊の
もの
と
し
て
は 、

「
大
日
本
史
料」
に
第一
編
之
十
七・
第
二一編
之
十
八
(
叫
叫・
到)、
第
六
編
之

三
十
六・
第
十
編
之
十
四・
第
十二一編
之
四
十五
宙
科
調)、
「
大
日
本
古
文

書」
に
家
わ
け
文
書
第
十
七
大
徳
寺
文
書
之
八 、
幕
末
外
国
関
係
文
書
之三
十

五
(
叫
止 、・
調)、
家
わ
け
文
書
第
十
七
大
徳
寺
文
書
之
九 、
同
第
十
九
混
陽
寺
文

書
之
七
(
叫
社 、
羽)
の
刊
行
が
あっ
た 。
ま
た 、
犠
鰹史
「
大日
本
近
世
史

料」
(
東
京
大
学
出
版
会)
に
諸
問
屋
再
興
調印・
幕
府
書
物
方
日
記6
7・

細
川
家
史
料2・
柳
営
補
任
索
引
下(叫止 、・

調) 、
諸
問
屋
再
興
調
日・
市
中
取

締
類
集
9・
幕
府
書
物
方
自
記
8

(
剛日午、・
到)
も
刊
行
さ
れ
た。
更に 、
維
新

史
料の
刊
行に

際経史
「
大
日
本
維
新
史
料」
(
東
京
大
学
出
版
会)
類
纂

之
部 、
井
伊
家
史
料7
(昭
四
六・一-一) 、

糊

鮫一
昨史『
明
治
維
新
史
料
選
集』

上幕末編
(
昭
四
五・
三 、
東
京
大
学
出
版
会)
が
あっ
た 。

古
記
録の
複
製・
翻
刻
も
活
発
で
あ
る 。
「
歴
代
残
関
日
記
」

は 、
黒
川
春

村
が
須
坂
藩
主
堀
直
格の
命で
平
安
時
代
か
ら

江
戸
時
代
末
期に
至
る
公
家・

武
家・
僧
侶
そ
の
他の
日
記・
記
録
約
三
四
O
点
を
編
集
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
が 、
そ
の
著
名
な
伝
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
が
東
京
大
学
図
書
館
蔵
本の
補

充
を
得
て
ま
た
欠
失
部
分
を
内
閣
文
庫
本な
ど
で
補
わ
れ 、
角
田
文
衛
氏
監
修

の
下に
金
三
O
巻
と
し

て
そ
の
覆
刻の
完
成
を
見た
(
昭
四
四・
一
二
l

昭
四

六・
一
O 、
臨
川
書
庖)。
た
だ
し 、

既
に
翻
刻の
あ
る
部
分は
除
か
れ
て
い

スv 。東京大学史
料編纂所
「
大日
本
古
記
録」
(
岩
波
容
庖)
は 、
『
建
内
記四』(
昭
四
五・

乙
『
殿
暦五』
(
昭
四
五・
七)
『一宮口
経
卿
記七』
(
昭
四
六・
三)
『
小
右
記六』

(
昭
四
六・
七)
の
刊
行を
見た。

「
史
料
纂
集」
(
続
群
書
類
従
完
成
会)
は 、
『
教
言
卿
記』(一
昭
四
五・
一 、

ニ
昭
四
六・
一一一 、

臨
耕

一緒)
『
隆
光
僧正
日
記』
(ニ
昭
四
五・
三 、
三
昭
四

五・
九 、

、
必
一鍛郎)
『
舜
旧
記』
(
鎌
田
純一 、
昭
四
五・
四)
『
山
科
家
礼

記』
(三
昭
四
五・
一
一 、

倣
加
畑
町)
『
師
守
記』
(
四
昭
四
五・一
二 、
吋判明
崎

弥花)
『
葉
黄
記』
(一
昭
四
六・
五 、

醐
糊康醐)
『
経
覚
私
要
紗』
(一
昭
四
六・

六 、

伺雑一
記)
『
明
月
記』
(一
昭
四
六・
八 、
辻
彦
三
郎)
『
兼
見
卿
記』
(一

昭
四
六 、
一
O 、

姉

一位卸)
な
ど
の
刊
行を
見
た。
ま
た 、
そ
の
古
文
書
編と

し
て
『
熊
野
那
智
大
社
文
書』
(一
昭
四
六・
七 、

総
袈邸)
の
刊
行
も
始

まっ
た 。
尚 、
『
河本
光
国
師
日
記』
(
四
昭
四
五・
五 、
五
昭
四
五・
一
一 、

六
昭
四
六・
八 、
七
昭
四
六・
九)
は 、
昭
四一
年
九
月
以
来の
新一訂
版
の
刊

行
が
完
結し
た 。

臨
ん剛
斬

「
図
書
寮
叢
刊」
(明治
容院)
は 、
『
強制
緩併を諾
寺縁起
集』
(
昭

四
五・
三)
『
経
俊
卿
記』
(
昭
四
五・
四)
『
晴
富
宿
禰
記』
(
昭
四
六・
ニ)

『
九
条
家
文
書一』
(
昭
四
六・
三)
が
刊
行
さ
れ
た。
ま
た 、
一忠一学
「
史
料
拾

遺」
(
臨
川
書
庖)
で
は
『
魚
魯
愚
紗』
(4
上
巻
昭
四
五・
三 、
5
中
巻
昭
四

六・
七)
の
刊
行を
見た。

寧楽
遺
文・
平
安
遺
文に
続
い
て
待
望
の
竹
内理
三
『
鎌
倉
遺
文』
(
東京

堂
出
版)
も
公
刊の運
び
と
な
り 、
先
ず
古
文
書
編
第一
巻(
昭
四
六・
一
一)

が
刊
行
さ
れ
た。
古
文
書の
写
真
複
製
で
は 、
『
図
録
東
寺
百
合
文
書』
(
昭
四

五・
一
二 、
京
都
府
立
総
合
資
料
館)
が
あっ
た 。

ま
た 、
「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料第七冊」(

脈
融
姐
拙文化)
と
し
て『
唐

招
提
寺
史
料』
(
回
中
稔 、
昭
四
六・
三 、
同
年
八
月 、
吉
川
弘
文
館
よ
り
「
第
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こ
と
し
て
刊
行) 、

都動態料
『
大
神
神
社
史
料』
(三
昭
四
六
・一
二 、

古
川
弘
文
館) 、
「
愛
知
県
史
料
数
刊」(蝦
山崎町議)
と
し
て
元
亀
以
前の
中
世

史
料を
翻
刻し
た
『
津
島
市
内
所
在
史
料 、
亡
失
史
料一』(昭
四
六
・

七)
な

ど
の
刊
行も
あっ
た 。

「
古
板
地
誌
叢
書」(す
み
や
書
房)
は 、
朝
倉
治
彦
氏
監
修で
「高野山
通
念

集」
(5一
昭
四
五・
二 、
6
ニ
昭
四
五・
四 、
7
三
昭
四
五
・
八)
『相
国
花

万
葉
記』
(2
二
昭
四
五・
二 、
3
三
昭
四
五・
八)
な
ど
の
刊
行
を
見た 。

ま
た 、
野
間
光
辰
「新
笠尽
都
議
書」
(臨
川
容庖)
は 、
『京
都
坊
目
誌』
(却

四
昭
四
五
・
五 、
幻
五
昭
四
五
・一

O)
『
山
城
名
勝士山』(H 、
昭
四
六・
五)

『制措雌蹴記』
(辺 、
昭
四
六
・一

O)
が
出
版
さ
れ
た 。

「
日
本
思
想
大
系」
(岩
波
書
庖)
の
刊
行
も
開
始さ
れ
た。
『
道
元
(上)』

(ロ 、柿町一弥踊子 、
昭
四
五
・五)
『
本
多
利
明
・
海
保
育
陵』(HH 、蹄
務部、

昭
四
五・
六)
『
民
衆
運
動
の
思
想』
(回 、監伺姑舵蹴売林、
昭
四
五
・
七)

『
山
鹿
素
行』
(位 、

相耕一間4川町 、
昭
四
五
・
八)
『
源
信』
(6 、
石田
瑞
麿 、

昭
四
五
・
九)
『キ
リシ
タン
筈
・
排
耶
書』
(お 、

特設均一朗ιH叫ん川軒町一部 リ、

昭
四
五
・一
O)
『
員
原
益
軒・
室
鳩
巣』
(泊 、

持M見問、
昭
四
五
・一
一)

『
日
芝
丘 、
思量郎、
昭
四
五
・一

二)
『
法
然
・一
遍』
(印 、
大
橋
俊

雄 、
昭
四
六
・一)
『石
門
心
学』
(位 、
柴
田
実 、
昭
四
六
・ニ)
『
国
学
運

動の
思
想』
(目 、

語一一rw、
昭
四
六
・三)
『
親
鷲』
(口 、
鶏一一組
ι弘前、

昭
四
六
・

四)
『制叫町
駅
館長眠
弘
哨』
(町 、
議ιr
禁、
昭
四
六
・

六)
『
能
沢
華山』
(加 、
議輔
示、
昭
四
六
・
七)
主
世
科
学
思
想(
下)』

(印 、肱制
捜伊臨ん山 、
昭
四
六
・
八)
『
民
衆
宗
教の
思
想』(切 、

制詰娘、

昭
四
六 、
九)
『
伊
藤
仁
斎・
伊
藤
東
涯』
(旬 、結…馴幸敵郎、
昭
四
六
・一
O)

『鎌
倉
旧
仏
教』
(目 、
時制矧雄、
昭
四
六
・一
一)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る 。

榊麻酔
「
大日
本
仏
教
会
書」
(
講談
社)
は 、
新
編
纂の
下に
昭
和
四五
年

五
月に
配
本が
開
始
さ
れ 、
月
三
巻
ずっ 、
昭和
四七
年
三
月
現
在 、
第
六
九

巻
まで
の
刊
行を
見た 。

断伽伸一献
一議「
高
山
寺
資
料
叢
書」
(
東
京
大
学
出
版
会)
の
公
刊も
始
ま

り 、
第一
冊
『
明恵
上
人
資
料
第一』
(昭
四
六・
三)
が
出
版さ
れ
た 。

川…酬一措白石
「日
本
教
科
書
大
系往来線」
(講
談
社)
は 、
『
歴
史』
(口 、
昭

四五
・
六)
『
古
往
来
伺』
(4 、
昭
四
五
・一
O)
『別
巻』(昭
四
五・
一
一)

『
語
集』
(昭
四
六
・一

二)
の
刊
行が
あっ
た 。

昭
和
四
四
年
九
月 、
刊
行
開
始の
理一刊
『
続々
群
書
類
従』
(続
群
書
類
従

完
成
会)
は 、
昭
和
四
五
年
四
月に
配
本を
終え
た 。明間
『
古
事
類
苑』
(
吉

川
弘
文
館)
全
五一
冊の
覆
刻
版の
刊
行も
昭和
四
六
年
度に
完
結し
た。

文
献
調
査に
多
大の
稗
益
を
粛寄り
し
た
建一研
『
国
書
総目
録』(岩
波
舎庖)

は 、
第
七
巻
(ふ
|よ 、

昭
四
五
・
九) 、
第
八
巻
(ら
lん 、
球一白録、
昭

四
七・
ニ)
の
配
本を
以て
完
成し
た 。

書
誌
学・
古
文
書
学
関
係につ
い
て
付
言
す
る 。
川
瀬一
馬
博
士の
大
著

『
日
本
書
誌
学
之
研
究』
(昭
四六・
一
一 、
講
談
社)
が
補
訂
を
加え
て
復

刊
さ
れ
た 。
ま
た 、
佐
藤
進一
『
古文
書
学
入
門』
(昭
四
六・
九 、
法
政
大

学
出
版
局) 、
高
橋
磁一
『糊
古
文
書入
門』
(昭
四
六
・一
一 、
河
山量
一房
新

社)
は 、
ζの
方
面の
有
益な
概
論
で
あ
る 。
宝
月
圭
吾
「日
本の
古
文
書」

(言
語
生
活 、
昭
四
六
・一

二)
に
も
密
度
の
高
い
概
説が
行な
わ
れ
て
い

ヲ匂 。次に 、
時
代を
逐っ
て
資
料の
複
製
・
翻
刻 、
索
引
作
成の
状
況に
つ
い
て

述べ
る 。

上
代で
は 、
ま
ず 、関鵬鉄子
『働
法
華
義
疏』
(昭
四
六
・
四 、
吉
川
弘
文

97 



館) 、
赤
松
俊
秀
『国宝日
本
書
紀榊紙一相方本』
(昭
四
六
・一

二 、
法
蔵
館)
の

複
製
刊
行
が
あっ
た 。

儲
…脳同
一散
『
平
城
宮
木
簡一酌叫ん
懇話日』
(昭
四
四・
一
一 、
真
陽
社)
の

公
刊
は 、
特
に
注
目
すべ
き
で
あ
る 。
乙
れ
は 、
「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

史
料第五冊」
と
し
て
公
に
さ
れ
た
もの
で 、
昭
和
三
六
年
発
掘
調
査
開
始
以
降

昭
和
三
八
年
度
第
十
三
次
発
掘
調
査
ま
で
に
出
土
し
た
木
簡
総
て
の
コ
ロ
タ
イ

プ
写
真
及
び
そ
の
解
説・
釈
文
を
収
め
る 。
か
く 、
平
城
宮
駈
出
土
木
簡の
利

用
が
容
易に
なっ
た
と
と
は 、
誠
に
慶
事
と
い
うべ
き
で
あ
る 。
尚 、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所は 、
「
平
城
宮
発
掘
調
査
木
簡
概
報」
(
七
昭
四
五
・ニ 、

八

昭
四
六・
四)
を
発
表し
て
い
る 。
ま
た 、
阪
倉
篤
義
「
木
簡の
語
る
世
界」

(
言
語
生
活 、
昭
四
六・
一
二)
は 、
木
簡の
有
す
る
言
語
資
料
と
し
て
の
価

値
を
説
い
て
有
益
で
あ
る 。

風
土
記に
つ
い
て
は 、
『
風
土
記』
(
競
小
島
理
礼 、
昭
四
五
・

七
角
川

容
庖)
が
あ
り 、
渡
辺
寛
『
風
土
記
語
句
索
引』
(
昭
四
五
・一

O 、
皇
学

館
大
学
出
版
部)
も
作
成
さ
れ
た 。
万
葉
集
関
係で
は 、
渋
谷
虎
雄
「「
鳴い献

万
葉
和
歌
索
引」
補
遺
白」
(畔対M 、
昭
四
六
・

三)
が
あ
る。

原
田
種
成
「
貞
観
政
要
語
集
索
引
伺
ス・セ」(対特融一飢
え
昭
四
六・
三)

は 、
中
国
文
献の
索
引
で
あ
る
が 、
漢
語
研
究
に
際し
て
有
用
で
あ
ろ
う 。

中
古に
入
る 。
皇
太
神
宮
儀
式
仮に
つ
い
て
国
語
史
料
と
し
て
の
吟
味が
行

な
わ
れ
た 。
西
宮一
民
「
国
語
学
よ
り
見
た
る
皇
太
神
宮
儀
式
帳」(組問一蹴大

丈
昭
四
六・
一)
は 、
用
語・
用
字・
文
体の
面
か
ら 、
乙
の
蓄の
内
容
が
延
暦

の
もの
と
し
て
疑
うべ
き
筋
合
の
な
い
乙
と 、
た
だ
し 、
微
細
な
点
で
は
後
世

の
補
填・
窓
入の
跡
が
あ
る乙
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る。
小
谷
博
泰
「『
皇

太
神
宮
・

止
由
気
宮
儀
式
帳』
の
特
色

i1平安初期国語
安料として
||』

(
国
語

国
文 、
昭
四
六
・

七)
は 、
両
儀
式
帳
か
ら
注
目
すべ
き
国
語
学
的
事
実
を
指

摘し 、
そ
の
特
色
を
述べ
た
もの
で
あ
る 。
同
氏に
は
尚 、
「
続白
木
紀
宣
命

の
訓
読
に
関
し
て

||心中古止・
窓賜比・
所思行
||」

(
解
釈 、
昭
和
四
五・
一

二
「
宣
命の
文
体
と
上
代に
お
け
る
漢
籍の
訓
読」
(
文
学・
語
学日 、
昭
四

六・
九)
な
ど 、
上
代・
中
古
初
頭の
国
語
資
料の
検
討
が
あ
る 。

和
歌
関
係で
は 、
ま
ず 、
高
野
平
『
新
撰
万
葉
集に
関
す
る
基
礎
的
研
究』

(昭
四
五・
五 、
風
間
出官
房)
資
料
篤に
と
の
蓄の
伝
木
研
究
が
収
め
ら
れ
て

い
る 。
勅
撰
集
で
は 、
資
料
篇に
伝
慈
円
筆
本・
承
安三
年
奥
書
本の
写
真
複

製
を
収
め
た
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究』
(
昭
四
六・
三 、
笠
問

答
院) 、
校
本
篇に
中
院
通
茂
箪
本
・

堀
河
宰
相
呉
世
筆
本・
北
野
天
満
宮
本

な
ど
の
翻
刻
を
収
め
る
片
桐
洋一
『
拾
遺
和
歌
集の
研
究』
(
昭
四
五・
一
二 、

大
学
堂
舎
庖) 、
藤
本一
富山
『
後
拾
遺
和
歌
集
と
そ
の
研
究太山寺本』
(
昭
四

六・
五 、
桜
楓
社) 、
ま
た 、
計一一財閥
『
詞
花
和
歌
集』(献枇一欧鮮側諸問浦市、

昭
四
五
・

六 、
笠
間
書
院)
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た。
新
藤
協三
「
東
京
教
育
大

学
附
属
図
書
館
蔵
後
撰
集に
つ
い
て」
(
言
語
と
文
芸日 、
昭
四
六・
二
は 、

資
料
紹
介
で
あ
る 。
私
家
集
で
は 、
橋
本
不
美
男
『御所本
三
十
六
人
集』
(
昭

四
五
・一
|昭

四
五
・

二一 、
新
典
社)
の
複
製
刊
行
を
始
め
と
し 、
菊
地
靖

彦
「
忠
容
全
歌
集」(件判一心臓
器一一割6 、
昭
一凶
六・一
二)、
三
谷
邦
明
「
一誠
一幹一

蹴
む
ら
さ
き
式
部
集」
(
鋒一部
『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺』
(昭
四
六
・

六 、

武
蔵
野
舎
院)
所
収) 、
石
橋
幸
子「
伊
勢
大
輔
集
校
本と
研
究」(
呑
椎
問団 、

昭
四
五
・

九) 、
中
島
美
紘
『
校
本
津
守
国
基
集』
(
昭
四
六・
六) 、
有
吉
保

「
大
江
匡
房の
歌

ll新資料の翻刻を兼ねて
|l」

(
詩
文
お 、
昭
四
六・
六) 、

中
川
芳
雄
「
左
京
大
夫
集
(
野
上
本)
解
説
と
翻
刻」
尋
問治則献4 、
諸問一

鵠
辞駄4 、
昭
四
六
・三)、

井
上
宗
雄
「
高
松
宮
本
「
唯
心
房
集」

1
費

と解説
||」

(
国
語
と
国
文
学、
昭
四
六
・
四)
な
ど
が
あっ
た 。
久
保木
哲
夫
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『
四
条
宮
下
野
集本文及び総索引』(昭
四
五・
一二、
笠問
答
院)
は 、

宮内
庁

書陵
部
蔵
本の
翻
字・凸
版
影
印 、
語
録・
和
歌・登
場
人
物索
引
よ
り
成

る 。
ま
た 、
小
沢
正
夫
「
堀
河
院
百
首
和
歌の
新
資
料に
つ
い
て」
(域制
裁一

蜘論幻 、
昭
四
五・
一
二)
で
森
川
家
本の
翻
刻
が
公
表
さ
れ
た。

掠紘一t骨材

許概
「
極
端末
願
往
生
歌

|本文 ・
総索引稿
|」(

鶏大1 、
昭
四
五
・

七)
で

ζ
の
片
仮
名
資
料の
索
引
作
成
が
試
み
ら
れ
た 。

日
記
・

紀
行で
は 、
鈴
木
知
太
郎
『校註
土
左
日
記』
(
昭
四
五・
四 、
笠
間

書
院)
に
は
桧
木
宗
綱
自
筆
本の
影
印
も
附せ
ら
れ
て
い
る 。
ま
た 、
橋
本
不

美
男
『御物
更
級
日
記』
(
昭
四
六
・
四 、
笠
間
舎
院)
の
影
印
刊
行
も
あっ

た 。
増
淵
勝一
『
い
ほ
ぬ
し
本
文及
索
引』
(
昭
四
六・
四 、
白
帝
社)
も
刊
行

さ
れ
た 。

物
語で
は 、
ま
ず 、
『
竹
取
物
語』(払一時世、
阪
倉
篤
義 、
昭
四
五・
八 、
岩

波
舎
庖)
『
字
津
保
物
語下』(払醐明 、
原
田
芳
起 、
角
川
舎
庖)
の
刊
行
が
あ

る 。
鈴
木
知
太
郎
『校註
伊
勢
物
語』
(
昭
四
六・
四 、
笠
間
容
院)
は隣組断書

冷
泉
為
和
筆
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し 、
同
本の
影
印
を
も
附
す 。
阿
部
俊
子

『
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
増補版』
(昭
四
五・
一
O 、
三
省
堂)
が
出
版

さ
れ
た 。
ま
た 、
先の
上
巻
刊
行に
引
き
続
き 、
高
橋
正
治
「
大
和
物
語の
研

究

怒繍」
(
下
昭
四
六・
三)
も
あっ
た 。
索
引
で
は 、時一

蟻
…腕
『
大
和
物
語

詩
集
索
引』
(
昭
四
五・
九 、
笠
間
書
院)
が
刊
行
さ
れ
た 。刷
出炉献野
『校

注
平
中
物
語』
(
昭
四
五・
五 、
洛
文
社)
は 、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本の
影
印
・

翻

刻
を
収
め
る 。
と
れ
よ
り
先 、仙一附蹴ん比一刺…問ι
『
平
中
物
語本文と索引』(
昭
四

四・
一
O 、
洛
文
社)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る 。
『
落
窪
物
語』(払酬明 、
柿
本
奨

昭
四
六・
三 、
角
川
書
庖)
の
刊
行
も
あっ
た 。
小
久
保
崇
明
『
筆
物
語校本及

び総集引』
(
昭
四
五・
一
て
笠
間
書
院)
は 、
と
の
書の
第三
番
目の
索
引

で
あ
る 。
源
氏
物
語
関
係の
も
の
で
は 、
既に
昭
和
四
三
年
二
月
以
来
継
続
刊

国 語学史 ・ 資料

行
さ
れ
い
て
い
た
『棺
器
禁
氏
物
語』(
錦
癖仙、
新
典
社)
が
昭
和
四
五

年
八
月 、
完
結
を
見
た 。
併
せ
て
刊
行
さ
れ
た
『
山
路の
露・
雲
隠
六
帖』

(
錯
務 、
昭
四
五・
八
・

新
興
社)
は 、
山
路
の
露一
類
本・
同
二
類
本 、

雲
隠
六
帖
流
布
本
・

同
異
本の
翻
刻
で
あ
る 。
と
れ
に
は
ま
た 、
本
位
田
重
美

『
源
氏
物
語
山
路の
露』
(
昭
四
五・
四 、
笠
間
書
院)
も
あ
る 。
ま
た 、
鈴

木
知
太
郎
『証本
源
氏
物
語
夕
顔』
(昭
四
六
・

三 、
笠
間
容
院)
の
複
製
も
あ

っ
た。
田
島
統
堂
『
源
氏
物
語
絵
巻
詞
害
総
索
引』(
昭
四
五・
一
て娘
一隷一個

献詳
細説)
も
作
成
さ
れ
た 。
土
岐
武
治
『
堤
中
納
言
物
語
校
本
及
び
総
索
引』

(
間
四
五・
九 、
風
間
舎一一肘)
の
刊
行
が
あっ
た 。
今
昔
物
語
集に
つ
い
て
は 、

古
書と
し
て
も
希
観の
芳
賀
矢一
『蹴
今
昔
物
語
集』
(
昭
四
五・
三 、
富
山

房)
が
復
刊
さ
れ
た 。
ま
た 、
そ
の
索
引
も
馬
淵
和
夫
博
士の
下で
作
成
が
着

々
と
遂
行し
てい
る 。
「
今
昔
物
語
集
文
節
索
引」
(
笠
間
容
院)
が
そ
れ
で 、

巻三
(馬淵ロ田子、
昭
四
五・一
O)
・

巻一
一(
鮪細部時一肘ル
肝吹…腕
一駅融刊

昭
四
六
・=一)
・

巻一
二
(腕胤縦一対子 、
昭
四
五・
九)
・

巻一
三

編成閥詩子 、

昭
四
六・
五)
の
完
成
が
あっ
た 。
ま
た

お
諜』
『
打
間
集研究と
委』(
昭

四
六・
八 、
笠
問
答
院)
が
あっ
た 。
『
在
明の
別』
(
大
槻
修 、
昭
四
五・
六 、

桜
極
社)
は 、
天
理
本の
翻
刻
で
あ
る 。

史
書の
索
引
と
し
て
は 、

一山細川一一一
「
六
国
史
索
引」
(
吉
川
弘
文
館)
が
あ

り 、
『
日
本
後
紀
索
引・
続
日
本
後
紀
索
引・
日
本
文
徳
天
皇
実
録
索
引』(3、

昭
四
五
・

五)
が
出
て
完
成
し
た 。
橋
本
義
彦
「
九
条
殿
記」
(
鵠一部引 、
昭

四
五・
三)
は 、開制…断書
九
条
家
旧
蔵
本
の
紹
介
と
翻
刻
で
あ
る 。
桃
裕
行

「
小
右
記
諸
本の
研
究」(

糊

鮫
離5 、
昭
四
六・
三)
は 、
諸
本の
博
俊
に

基づ
く
整
然
と
し
た
所
論で 、
と
の
方
面
に
お
け
る
白
眉の
研
究
と
言
え
よ

.つ。
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術
誌
上
を
通
し
て
活
発
で
あっ
た
が 、
と
乙
に
は
複
製・
翻
刻
を
宗と
し
た
も

の
を
主
と
し
て
取
り
上
げて
行
くと
と
に
す
る 。
ま
ず 、
和
歌・
歌
論
関
係に

つ
い
て
述べ
る 。
滝
沢
貞
夫
『
新
古
今
集
総
索
引』
(昭
四
五・
八 、
明
治
書

院)
が
出
版
さ
れ 、
乙
の
書に
も
索
引
が
完
成
し
た 。
ま
た 、

併時…荘蜘一
『増訂

校
本
風
薬
和
歌
集』
(悶
四
五・
一 、
友
山
文
庫) 、
山
田
清一
『

錦町
夫
木
和

歌
抄矧問
篇』
(昭
四
五・
三 、
風
間
舎
房)
の
労
作
が
刊
行
さ
れ
た 。
三
村
晃

功
『
六
花
集の
研
究』
(昭
四
五・
八)
は 、
島
顔
絵
平
文
庫
蔵
本の
翻
刻に

詳
細
な
解
説
を
附
し
た
もの
で
あ
る 。
神
作
光一
「
彰
考
館
蔵
『
名
所
諸
抄』

に
つ
い
て
l

g

費
初句
者
|』

(
諜
琴 、
昭
四
五・
=一)
が
発
表

さ
れ
た 。
ま
た 、
佐々
木
忠
慧
「
内
閣
文
庫
蔵
の
歌
枕
関
係
書」
(
鶏
議倣

鮪文お 、
昭
四
五・一一一) 、
同
「
書
陵
部
蔵・
勅
撰
名
所
補」
(
同
部 、
昭
四
五・

一
一)
が
あ
る 。
尚 、

監猷群
勅
撲
名
所
和
歌
抄
出の
翻
刻 、
初
旬・
作
者・

地
名
索
引
も
あっ
た

(

認すげ 、
昭
四
四・
六 、
昭
四
五・
一
一) 。
「
中
世

歌
書
翻
刻」
第一
冊 、
稲
田
浩
子
『
慕
風
尽
吟
集』
(
昭
四
五・
一
一)
は 、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本の
翻
刻
で
あ
る 。
私
家
集
で
は 、
山
家
集に
単
語
索
引 、

臼
田
昭五口
『
西
行
法
師
全
歌
総
索
引1
山家集』

(昭
四
五・
六)
が
作
成
さ
れ

た 。
神
尾
暢
子
『
纂
輯
後
鳥
羽
院
宮
内
卿
歌
集
稿』
(
昭
四
五・
九 、
中
央
図

書
出
版
社)
同
「
後
鳥
羽
院
宮
内
卿
歌
集
稿
補
選」(紅側鉱
『
王
朝』
第
四
冊

所
収 、
昭
四
六・
八)
は 、
そ
の
全
作
品
を
諸
書
よ
り
蒐
集 、
成
立
年
代
順に

配
し
た
もの
で
あ
る 。
多
賀
宗
隼
『校本
拾
玉
集』
(昭
四
六・
三 、
吉
川
弘
文

館)
が
刊
行
さ
れ
た 。
ま
た 、
土
田
将
雄
「
玄
旨
公
三
百
首
御
和
歌
(
翻
刻・

解
説・
校
異)」
(
国
文
学
論
集
昭
四
五・
一
こ
が
あ
る 。
そ
の
他 、
有士口
保

亘
古
今
時
代
和
歌
資
料
放

l|建仁期の新
資料
|」(

思
議
訟酬
3 、
昭

四
六・
五)
は 、
建
仁
元
年二
月
八
日
十
首
和
歌
会 、
異
本
水
無
瀬
恋
十
五
首

歌A口・
若
宮
撲
歌
合 、
三
資
料の
翻
刻
を
収
め
る 。
歌
論
関
係で
は 、
片
野
達

郎
「『
愚
見
抄』(

一説駄畔糊 一明
町舎一館蔵)」
(
文
芸
研
究
印 、
昭
四
五・
一一一) 、

写
真
複
製を
収
め
た
佐々
木
忠
慧
「間腕鵬ト概

略λ
「
和
歌一
株」
〔
解
題・
窓

製〕」(特

概説
経一大釘 、
昭
四
六・一一一) 、
片
桐
氏
所
蔵
甲
本
の
研
究と
翻
刻

と
か
ら
成
る
片
桐
洋一
「
古
今
和
歌
集
序
関
電一流抄

|
窓
会文
|」(

葬ヌ

n 、
昭
四
六・
ニ)
な
ど
が
あ
る 。
片
桐
洋一
『
中
世
古
今
集
注
釈
喜
解
題一
』

(
昭
四
六・
一
O 、
赤
尾
照
文
堂)
は 、
資
料
筋に
為
家
古
今
序
抄・
三
秘
抄

古
今
問
書・
明
疑
抄
を
収
め
る 。

連
歌・
誹
譜
関
係
で
は 、
湯
之
上
早
苗
「翻刻
年
中
日
発
句
(
金
子
本
ご

(対制灯 、
昭
四
五・一一一) 、
白
百
合
女
子
大
学
蔵
本
を
岩
瀬
文
庫
本で
補いつ

つ
翻
刻
し
た
久
保
田
淳
「
心
敬
「
連
歌
百
句」
(
翻
刻・
解
題
ご(国紙白1 、
昭

四
五・
三) 、
熊
本
守
雄
「
翻
刻「
兼
載
独
吟
聖
廟
法
楽
千
句附
注
本

島
顎猷

碍〈市」
(刈判駄貯
一臨す 、
昭
四
六・一一一) 、
天
理
図
書
館
蔵
本の
図
版(僻蝦)・

解
説・
諸
本
校
異
記・
語
句
索
引
よ
り
成
る
木
村
三
四
吾
「
誹
譜
連
歌
抄」

(ピ
プ
リ
ア
勾
昭
四
六・一
O
) 、
小
川
幸三「慨

一判断瞥堀
河
百
首
題
発
句」

(抑制灯 、
昭
四
五・一一一) 、
同
「
翻
刻
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
掘
河
院
百
首
題

発
句
(二)」
(
国
語の
研
究
5 、
昭
四
六・
四)
な
ど
が
あっ
た 。
既
に
翻
刻

の
継
続
し
て
い
る
浜
千
代
清
「叡刻
流
木
集一

市
有の」(駄
烹
Zω 、
昭
四
五・

五 、
昭
四
五・
七 、
昭
四
五・
一

ニ
は 、
完
結
し
た 。
索
引に
も 、
小
林
祥

次
郎
『
菟
玖
波
集蝉糊廿
用
語
索
引』
(昭
四
五・
一
こ 、
山
根
清
隆
『
新
撰
菟

玖
波
集
自
立
語
索
引』

(酔畑一紙
一宮 、
昭
四
五・
六 、

紘一間
抑制一文)
が
作
成
さ

れ
た 。
ま
た 、
中
小
路
駿
逸
「
連
珠A口
壁
集・
闇
夜一
一燈
寄
合一
覧
(四)(は

t
を
ご(閉特紅一昨銅山一獅8 、
昭
四
五・
八)
も
あ
る 。

平
安
文
学に
関
す
る
古
注
釈
の
類
で
は 、
ま
ず 、
伊
勢
物
語に

時間五制

「献
諒一
伝
心
敬
筆
伊
勢
物
語
注」(地

軟禁秒 、
悶
四
五・
三) 、
高
羽
五

郎
『献帥

一位制士
伊
勢
物
語
注』
(昭
四
五・
五)
の
翻
刻・
研
究
が
あ
る 。
源
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国語学史 ・ 資 料

氏
物
語
に
つ
い
て
は
今
井
源
衛
「天理図舎館蔵
幻
中
類
林(付)松平文庫蔵光源氏物

語本事」
(特錦部
『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺』(
昭
四
六・
六 、
武
蔵
野
容
院)

所
収) 、
戦

闘翠
文

「
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿」
の
『源氏物語一葉
抄』
(五
1

昭
四
五・
一
0・

問

親子一 、
五
2
昭
四
六・
一
・

蹴鳩耕地府 、
五
3
昭
四
六・

ニ・
榔側一般羽町一) 、
耽糊駄目叶一脚
本
を
底
本と
し
て
神
宮
文
庫
蔵
本
を
校
合し
た

森一
郎
「
弄
花
抄
の
基
礎
的
資
料
稿」(
H
押
踊
政
府
駄

に
昭
四
六
・

三 、
同
一鵠

凶 、
昭
四
六・
二)
が
あっ
た 。
ま
た 、

今
井
源
衛
「
松
平
文
庫
本
『
光
源
氏

一
部
誇』
翻
刻
(
下)
(
梅
枝
|

夢
浮
橋)

(
献
鮮町 、
昭
四
五・
三)
は 、
乙
の

書の
翻
刻
を
完了
し
た 。

日
記
・

紀
行で
は 、
竹
む
き
が
記に
二
種の
翻
刻
が
公
表
さ
れ
た 。
祐
野
隆

三
「
翻
刻
『
竹
む
き
の
記』
上」
府

議崎町一蜘4、
昭
四
五・
一
O) 、
渡
辺静

子
「
竹
む
き
が
記」
の
翻
刻
(
全)」(

鵬控訴一腕3 、
昭
四
六・
八)
が
そ
れ
で

あ
る 。
奥
田
勲
「
紹
巴
天
橋
立
紀
行」
に
つ
い
て」(

調官 、
昭
四
五
・

五)
に

は
広島
大
学
蔵
本の
翻
刻
及
び
東
大
史
料一
編
纂
所
本・内
閣
文
庫
蔵賜芦
拾葉

本
に
依
る
校
異
を
収
め
る 。
江
口
正
弘「「
幽
斎
道
之
記」に
つ
い
て

||解説と翻

刻
111」(

議時
間紋
鶏鮮一一 、
昭
四
六
・

三)
も
あっ
た 。

随
筆
関
係で
は 、
瓜
生
等
勝
『
方
丈
記刊一川崎親松』(昭
四
六・
七 、

時清
一徳川)

の
複
製
が
あっ
た 。
ま
た
祭
瀬一
雄
『
鴨
長
明
全
集』
(
昭
四
六
・

八 、
風
間

書
房)
が
公
刊
さ
れ
た 。
徒
然
草につ
い
て
語
法の
面
か
ら
その
諸
本に
つ
い

て
論
じ
た
もの
に 、
大
西
善
明
「

地♂
訪問一澗純一榊恥と
光
広
本・
常
縁
本」 、
桑

原
博
史
「
同
正
徹
本」
(
文
法、
昭
四
五・
八)
が
あっ
た 。

説
話
関
係
で
は 、『
撰
集
抄』(丸一阿世 、
西
尾
光
て
昭
四
五・一 、
岩
波
書
庖) 、

『一
言
芳
談』(払附明 、
築
瀬一
雄 、
昭
四
五・
八 、
角
川
書
庖)の
刊
行
を
見た 。

縮
絞
吟
『
印
山
記H写本H』
昭
四
五・
三 、
同
館)
の
孔
版
印
行
も
あっ
た 。

永
井
義
憲
「「
愛
染
王
紹
隆
記」
|解説と翻刻
|」(対
議
家
学2、

昭
四
五・

一一一)
は
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
蔵
本の 、
平
林
盛
得「
慈
覚
大
師
御
縁
起」(繍醗部

辺、
昭
四
五・
一
一)
は
開
閉
町議
噌
本の 、
ま
た
小
林
信
夫
「
録
事
尊
縁
起

(
期制国8、
昭
四
六・
一
一)
は
太
田
喜
久
氏
蔵
本の
解
題
と
翻
刻で
あ
る 。
ま

た 、
絵
詞の
類に
は 、

問問断縮問問蔵
本
を
翻
一刻・
紹
介
し
た
石
塚一
雄「
後
崇

光
院
良
筆
宝
蔵
絵
詞」
(
間
関部引、
昭
四
六・一一一) 、
大
東
急
記
念
文
庫
本を
翻

刻
し
た
室
木
弥
太
郎
「
絵巻
「
はちの
木」(
湖
刻)」(
魁

艶幹
教え

昭
四
六・

二) 、
臼
田
甚
五
郎「翻刻
日
高
川
隻
紙」(畑判国8 、
昭
四
六・一
一)
な
ど
が
あ
る 。

宮
次
男「研究資料
長
谷
寺
縁
起
上」

(
競町 、
昭
四
六・
五)
の
解
説
も
あっ
た 。

物
語で
は 、
ま
ず 、
『
松
浦
宮
物
語』(払駒市 、
萩
谷
朴 、
間
四
五・
五 、
角
川

番
庖)
が
刊
行
さ
れ
た 。
鈴
木
弘
道
『校註
無
名
草
子』
(
昭
四
五・
四 、
笠
間

書
院)
は 、

規腕柑
建
久
物
語
を
底
本と
す
る 。

謀殺
『
王
朝』(
第
四
冊 、
昭

四
六・
八)
に
塚
原
鉄
雄
「倣

欝
叡鮮
松
浦
物
語」
が
収め
ら
れ
た 。
松
本

隆
信
『
影印
室
町
物
語
集
成』
(
第一
緒
昭
四
五・
一 、
第
二
輯
昭
四
五
・

五 、

第
三
輯
昭
四
五・
一二、
第
四
輯
昭
四
六・
九 、
汲古
書
院)
は 、
慶
応
義
塾

図
書
館
蔵
本の
影
印で
あ
る 。
市
古
貞
次
『
御
伽
草
子』
(
昭
四
七・
一 、
三

弥
弁
書
居)
は 、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
刊
本の
複
製で
あ
る 。
松
本
隆

信「
大
洲
市
立
図
書
館
蔵「一
も
と
菊の
物
か
た
り」(鰐

努 、
昭
四
五
・二) 、

鈴
木
益
美
恵
「翻刻
尊
経
閣
文
庫
蔵「
し
ゅ
ふ」(
蛤
の
草
紙)」
(
国
文
部 、
昭
四

五
・
七) 、
吉
田
多
津
雄
「
清
水堂本
「
富
士之
人
穴の
由
来」」(
醐凱8 、
昭
四

五・
一
O)
な
ど
も
あっ
た 。
奈
良
絵
本
で
は 、
市
古
貞
次
「「
む
ら
く
も」

(
翻
刻
・

解
題)」(四位 白l 、
昭
四
五・
三)
は 、

議
捺盟
蔵
本の
翻
刻で
あ

る 。
尚 、
『
日
本
美
術
工
芸』
昭
和
四
五
年一
一
月
号
で
は
奈
良
絵
本の
特
集

が
あっ
た 。
山
岸
徳
平
「
竹
前
文
庫
と
未
詳
物
語」
(
国
語
と
国
文
学、
昭
四

六・
六)
に
は
そ
の
翻
刻
も
載せ
ら
れ
た 。
軍
記
物
語に
つ
い
て
述べ
る 。
平

家
物
語
で
は 、

問飾
雑
務
噌
『百一一十句本
平
家
物
語』
(
松
本
隆
信 、
昭
四
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五-
一 、
汲
古
書
院)
は 、
同
文
庫
蔵
本
の
影
印
で
あ
る 。百二
寸
角
本に

は 、
高
橋
貞一
「蹴
平
家
物
語
百二
十
句
本」
(肌鰍
一幹
言 、
昭
四
五・
三 、

昭
四
六・
三)
の
回
を
重
ね
る
翻
刻
が
あ
り 、
以
上
で
第
百
句
ま
で
が
完
了し

た 。
ま
た 、
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語』
(
昭
四
五・
三 、
宝
文
館
出
版)
の
復

刊
も
あっ
た 。
平
山の
複
製
も
刊
行
を
見た 。

訴訟斡純一

閥抗錨一
『
平
曲
正
節

||節付本平家物語
ll』

(
昭
四
六・
ゴ
ス
臨
川
書
庖)
が
そ
れ
で 、
奥
村
三

雄
氏の
精
綾
な
解
題
が
附
せ
ら
れ
て
い
る 。
索
引で
は 、

町一肌政劫
『
平
家
物
語

助
詞
助
動
詞
索
引』
が
作
成
さ
れ
た 。一回同
松
政
雄「
国
語
資
料と
し
て
の
平
松
本

平
家
物
語
放」(腕僻献鮮日 、
昭
四
五・
二)
は 、
平
松
本の
語
学
的
資
料
と
し

て
の
窓
義・
価
値
を
検
討し
た
もの
で 、
外
部
形
式
上
は
書
写
期の
影
響
を
家

つ
て
は
い
る
が 、
言
語
内
部に
お
い
て
は
伝
統
を
ほ
ぼ
墨
守し
て
大
き
く
崩
れ

る乙
と
の
な
い
と
と
を
論
じ
て
い
る 。
同
氏に
は
尚 、諸
本
と
対
比
しつ
つ
乙

の
本の
語
法
を
検
討し 、
そ
の
性
格・
資
料
的
価
値に
も
言
及
し
た
「
平
絵
本

平
家
物
語
管
見
付」
(
解
釈 、
昭
四
六・
二)
が
あ
る o

MM悶酬婦
『原本三
河
物

語』(
昭
四
五・
九 、
勉
誠
社)
は 、
穏
久
遜
文
庫
蔵
自
筆
本の
影
印に
そ
の
研
究・

釈
文
を
添
え
た
も
の
で
あ
る 。
須
田
悦
生『問削紅潟
国
吉
飽
城
記』(
野
崎
本 、
昭

四
五・
三 、(

銅器一目
陪一

諮問捌服錨)
も
あっ
た 。
ζ
れ
に
関
連
し
て 、
中
間
祝

夫「「
武
者
言
葉」の
諸
本
と
そ
の
考
察」(
国
語
と
国
文
学、
昭
四
六・
一
一)
は 、

中
世の
国
語 、
殊に
軍
記
物
類の
言
語の
観
察に
大
き
な
窓
義
を
有
す
る
と
見

ら
れ
る
資
料 、
「
武
者
言
葉」
所
収
警の
基
礎
的
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。

演
劇
関
係に
つ
い
て
述
べ
る 。
井
浦
芳
信
「杉森越本
「
神
道
猿
楽
伝」」

(似
…訴訟ば、
昭
四
五・
一
二) 、
ま
た 、
「翻刻実鐙
抄」
(
泌
劇
研
究5 、
昭

四
六・
四)
な
ど
の
翻
刻
が
あっ
た 。
野
上
豊一
郎
『
謡
曲
全
集
解
註』
(
昭

四
六・
七
|昭

四
六・
一
二 、
中
央
公
論
社)
は 、
再
版
を
見
た 。
西
畑
実

「
大
西
家
蔵
番
外
市
本につ
い
て」(湖特国7 、
昭
四
五
二一一) 、
同
「
大
西
家
蔵

番
外
諮
本
合一)」(鴻鵠国8 、
昭
四
六・
三)
は 、
そ
の
解
説
と
翻
刻
で
あ
る 。

馴ぬ

甥「
「
上
賀
茂
神
社
社
家
岩
佐
家
文
書
に
み
る
観
世
史
料に
つ
い
て」

(陪獅史初 、
昭
四
五・
七) 、
表
章
「
肥
後
中
村
家
能
楽
関
係
文
書に
つ
い
て」

(

訴訟群文団 、
昭
四
六・一一一) 、
後
藤
淑
「
猿
楽・
能
に
関
す
る
二・
三
の
史

料」
(
泌
劇
研
究
5 、
昭
四
六・
四)
な
ど
の
史
料
紹
介
も
あっ
た 。
野
村
和

世
「
大
蔵
流
狂
言
古
本
「
虎
明
本」
白
一何
回」(

穏品川
総…削跡おお幻 、
昭
四
五・

三 、
昭
四
五・
九 、
昭
四
六・
三)
は 、
同
蓄の
翻
刻に
注
釈
を
附
す 。

漢
文
学
関
係で
は 、
玉
村
竹二
『
五
山
文
学
新
築』
(
第
四
巻
間
四
五・
三 、

東
京
大
学
出
版
会)
の
刊
行
が
あっ
た 。

抄
物に
つ
い
て
は 、
学
界へ
の
そ
の
資
料
提
供が
極め
て
活
発で
あっ
た 。

継
続
刊
行
さ
れ
て
い
る
高
羽五
郎
「
抄
物
小
系」
は 、
『丁卯版
三
略
抄』
(3、

昭
四
五・
一
二)
『コ

懇一
日
本
書
紀
抄上』
(4 、
昭
四
六・
六)
の
謄
写
印
刷

の
刊
行
を
見た 。
昭
和
四
五
年
四
月 、
中
田
祝
夫
「
抄
物
大
系」
(
勉
誠
社)

の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た 。

品
儲胎
中
華
若
木
詩
抄

為駄)一』
(
中
田
祝
夫 、
昭

四
五・
四)
『阻

揺
す
求
抄L

敏一』
(金
田
弘 、
昭
四
六・
八)
『

禁
燦

錦町
燈
前
夜
話=一一一政一一(付)覚、氷一-一年版本』
(
今
村
千
草 、
昭
四
六・
八) 、
ま

た 、
そ
の
別
巻
と
し
て
『阻

結齢
四
河
入
海』
(一
昭
四
五・
九 、
ニ
昭
四
五・

一
二
三
昭
四
六・
一 、
四
昭
四
六・
三 、
五
昭
四
六・
五 、
六
昭
四
六・

七 、
七
昭
四
六・
九 、
八
昭
四
六・
二)
『醐

融鰻玉
腹
立
(一
昭
四
五・

一
O 、
二
昭
四
五・
一
二 、
三
昭
四
六・
二 、
四
昭
四
六・
四 、
五
昭
四
六・

六 、
六
昭
四
六・
八 、
七
昭
四
六・
一
O 、
八
昭
四
六・
ゴ
乙
が
凸
版
若
し

く
は
写
真
版で
刊
行
さ
れ
て
い
る 。
更に 、
昭
和
四
六
年
七
月 、

畑一山町側
「
抄

物
資
料
集
成Lt七」
(
昭
四
六・
七 、
杭川
文
堂)
本
文
篇
が
写
真
版
で
公
判
さ

れ
た 。
その
内
容は 、
『
史
記
抄』
(納制対
一紘一風
飯山
司法制焔欄脳淵)
『
四
海
入

海』(
鵠一間
一蹴林V粧品川)
『
毛
詩
抄』(削…利部)『
山梨
求
抄』(酌州部)
で 、
尚 、
そ
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の
解
説
索
引
篇の
刊
行
が
第
七
巻に
予
定
さ
れ
て
い
る 。
更に
ま
た 、

殺……榊b

『
史
記
桃
源
抄
の
研
究』
(
本
文
節
三
昭
四
五・
三 、
本
文
筋
四
昭
四
六・
三)

が
刊
行
さ
れ
た 。
既
刊二
冊
に
引
き
続
く
厳
密
な
活
字
翻
刻
で
あ
る 。

旭町一
一時粁

答研
「

鯨鵠
能
「
中
興
禅
林
風
月
集
抄」
略
注
付」(務のl 、
昭
四
五・

六) 、
承
応
四
年
版
本
を
翻
刻
し
た荒
木
雅
実
「「八
景
詩
抄」
翻刻」(

闘
訓

学6 、
昭
四
五・
一
二)
な
ど
が
あっ
た 。
と
れ
ま
で一
般に
は
容
易に
援し

得
な
かっ
た
抄
物の
資
料
が一
挙に
し
か
も
多
量
に
原
本の
面
白の
伺
え
る
状

態
で
公
刊
さ
れつ
つ
あ
ると
と
は 、
研
究
者に
とっ
て
何
よ
りの
福島田
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う 。
語
学
的
立
場
か
らの
抄
物の
研
究に
も
多
くの
卓
論
が
見
ら

れ
た 。
柳
田
征
司
「
史
記
抄
の
本
文に
つ
い
て漢
まとの関係から」(

畑
賠1 、

昭
四
五・
六) 、
同
「
清
原
業
忠の
論
語
抄に
就
て」(
戟…のl 、
昭
四
五・
六)

は 、
本
文の
検
討
を
通
し
て
そ
の
成
立
事
情の
究
明
を
試
み
た
もの
で
あ
る 。

鈴
木
博
「
清
原
宣賢系の蒙求
抄に
つ
い
て」
(
国
語
国
文 、
昭
四
五・
九)

は 、
そ
の
誇
本
と
講
説
の
内
容
と
の
詳
細
な
検
討
で
あ
る 。
か
め
い
た
か
し

「
中
華
若
木
詩
抄の
享氷
版
に
つ
い
てとくに言語
意としてのその
個性の一
面」

(勤時馴問 、
昭
四
五
・一)
は 、
そ
の
書
誌
的
解
説
と
本
文の
語
学
的
検
討で

あ
る
が 、
周
到
な
配
慮の
下に
述べ
ら
れ
た
精
綴
な
考
論
は 、
誠に
傾
聴
すべ

き
もの
で
あ
る 。
ま
た 、
同
氏
の
「
漆
桶
万
里
が
作の
抄
もの
の
う
ち
か

ら」(
国
語
学制、
昭
四
六・三)
は 、
天下
白と
帳
中
香の
本
文に
対
す
る

犀
利
な
洞
察
を
通
し
て 、
抄
物
を
国
語
史
料と
し
て
利
用
す
る
際に
そ
の
本
文

の
解
釈
が
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙
と
を
戒
め
る 。と
れ
は 、

他の
国
語
資

料
の
取
り
扱
い
に
も
及
ぶ
密
鐙
と
な
るべ
き
もの
で
あ
ろ
う 。
中
間
祝
夫「「
四

河入海」
解
題
の
た
め
に」(初
勝猷1、
昭
四
五・
一
ニ
は 、

阻
酎緬融
本に
存

す
る
朱・
塁
両
筆の
訓
点
が
活
字
版
本
と一
体
不
可
分
離の
関
係に
あ
る乙
と

を
説
く 。
そ
の
他 、
抄
物
を
国
語
史
料と
し
て
そ
の
言
語に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
に 、
中
田
祝
夫
「
抄
物
清
談
ω
ω」(

周臨
器 、
昭
四
五・
五 、
昭
一凶
五・
一

一) 、
鈴
木
博
「
真
歓
拍
古
紗に
つ
い
て
の
国
語
学
的
小
考」(

勤
特細目 、
昭
四

五・
一
ニ、
春
日
和
男
「

鐸笥砧軒
明

書
五
逆
秋
(
無門
関抄)
の
国
語
学
的

研
究
一切

|序・
指定辞の様式ω
|」(

献
常 、
昭
四
六・
三) 、
坂
詰
力
治「『
論

語
抄』
の
二
三
の
問
題」(

料
開
駄
目計大7 、
昭
四
六・一一一) 、
柳
田
征
司
「
鳥ガ
吠

ユ
ル」

(
議…
澗文3 、
昭
四
六・
六) 、
鈴
木
博
「
家
求
抄の
乙
と
ば」(

訟獄、

昭
四
六・
九)
な
ど
が
あっ
た 。
また 、
文
献
目
録に

仲畑
一諜
「
抄
物
研
究
図

書
論
文
目
録」(閥臨μ 、
昭
四
五・
二)
が
出て
こ
の
方
面の
研
究
を
回
顧
す
る

便
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
なっ
た 。

桜
井
茂
治
「『
補
忘
記』
の
成
立
と
史
料
年
代

||『大疏百会第三重読幽』
との

比較
ll」

(
国
語
国
文、
昭
四
六・
一
一)
は 、
『
読
曲』
と
の
比
較を
通
し
て

乙
の
書 、
特
に
貞
享
版の
上
巻 、
元
禄
版の
天
地
巻の
成
立
過
程
と
史
料
年
代

と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
もの
で
あ
る 。
同
氏に
は 、
「「
伊
呂
波」
声
譜

考
llアクセント

史
料として
||」

(国語
国文 、
昭
四
五・
五)
も
あ
る 。

木
村
三
四
吾
「『
な
ぞ
だ
て』」
(ピ
プ
リ
ア
灯 、
昭
四
六・
三)
は 、

猷
融制
措

臨
時町
「
な
ぞ
だ
て」の
図
版・
解
説
・

翻
刻に
国籍
類
書
「
謎乃
本」
の
解
説・

翻
刻を
収
め
る 。
小
島
幸
枝
「
天
理
図
書
館
蔵
「
天
地
始
之
事」
に
つ
い
て

!ω善本語集索引m
l」(鯨

鰹
設野7 、
昭
四
五・
一
二)
も
あっ
た 。

史
料と
し
て
尚 、
谷
山
茂
「「
明
月
記」
の一
零
本
に
つ
い
て

||溢野井
家旧

室

長記」
警
|」

最初
2
24 、
昭
四
四・
一 、
昭
四
五・
三 、
昭

四
六・一一) 、
桑
山
浩
然
「
捲
川
親
元
日
記の
断
簡」
(日
本
歴
史 、
昭
四
五・

ニ) 、
棚
町
知
弥「
御
霊
会
史
料
集付

||北野社古記録(文学・
芸能記事)
抄(三)
||」

(
輔控概
鍔7 、
昭
四
六・
三) 、
同
「
松
梅
院
側押
予
日
記
抄

fill北野社古記録

(文学・
芸能記事)
抄(五)
|」(

騎
盟
器
開8 、
昭
四
六・
一一一)
な
ど
の
紹
介・

抄
録
が
あっ
た 。
文
書で
は 、

知的一研「
高
山
寺
所
蔵
釈
摩
詞
桁
論
論
義
草
紙
背
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文
書」
(牒
一緒

群紘一
九七一 、
昭
四
六・
一
ニ
が
あ
る 。
尚 、
中
世
文
書
な

ど
に
関し
て
は 、

製
匂
『
古
文
書
研
究』
(
第
三
号
昭
四
五・
二 、
第
四
号

昭
四
五・
一
O 、
第
五
号
昭
一凶
六・
一
一)
に
詳
し
い 。
索
引
と
し
て岡

野一制

『
吾
妻
鏡
人
名
索
引』
(
昭
四
六・
三 、
吉
川
弘
文
館)
も
あっ
た 。

近
世に
入
る 。
国
文
学
関
係
で
は 、
ま
ず 、

蛾
…諮問紙 一蝕先
「
近
世
文
芸
叢

刊」
の
刊
行
が
挙
げ
ら
れ
よ
う 。
ζ
れ
に
は
『
絵
入
狂
言
本
築上』
(5 、
昭
四

四・
一
一)
『
仮
名
草
子
集』
(2)
『
浮
世
草
子
集』
(3)
『
上
方
滑
稽
本
集』

(4)
『
絵
入
狂
言
本
集下』
(6)
『
初
期
狂
歌
集』
(7 、
以
上
昭
四
五・
一

こ
が
複
製
出
版
さ
れ
た 。
ま
た 、『
評
釈
江
戸
文
学
業
書』
(昭
四
五・
九 、
講

談
社)
の
覆
刻
も
あっ
た 。
『
山
辺
道』
第一
五・
二ハ
合
併
号に
は「輪開山一位

近
世
芸
文
集」
が
特
集さ
れ 、
祐
田
善
雄
氏
の
解
説・
校
勘
記
を
附し
て 、

「齢制飢門い
せ
き
ん
く
う新五人女」
「
お
と
り」
「
千
尋
集」
「
梓」
「
叙
位
賀
集

橋
波士山
森」
な
ど
の
複
製
が
収
め
ら
れ
た 。

和
歌・
歌
論
関
係
で
は 、
金
井
寅
之
助
「翻刻
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
御
貼
光

伺
歌
集」
(
文
林5 、
昭
四
六・
三 、
金
井
氏
蔵
本
の
翻
刻) 、
横
山
英
「
解
良

家
蔵
「
良
寛
法
師
歌
集」
翻
刻
と
研
究」

尋問駄
叡3 、
昭
四
五・
三 、

鶏戦

開蚊3 、
昭
四
五・
三) 、
穴
山
健
「
翻
刻
「
壬
成
詩
警
官
漣
親伽 ぅ」
(明

恒戦時一情聴8 、
昭
一凶
六・
一
二) 、
中
原
勇
夫
『
今
泉
蟹
守
歌
文
集』(
昭
四
六・

二 、

お諮
問臓) 、
森
昇一
「
後
水
尾
院
百
人一
首
御
講
釈
問
書付側一一」(畑町一国

78 、
昭
四
六・
三 、
昭
四
六・
一
一 、
森
氏
蔵
本
の
解
題
と
翻
刻) 、
『
蝦
夷

文
談
抄』(
久
宮
哲
雄 、
昭
四
五・一
二 、
久
撃
山
房)
な
ど
の
翻
刻
が
あっ
た 。

連
歌・
俳
譜
関
係の
刊
行
物で
は 、
ま
ず 、
「
古
典
俳
文
学
大
系」(
集
英
社)

の
刊
行
が
注
目
さ
れ
る 。
『一
茶
集』(目 、

付制ト古古川町 、
昭
四
五・
三)
『
中
興

俳
譜
集』(臼 、

同

時前 、
昭
四
五・
五)
『
芭
蕉
集(
金)』(5 、

耕本側十 、
昭

四
五・
七)
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集』(印 、

対
鳩山尚雄 、
昭
四
五・
九)
『
貞
門
俳
諮

集一
』(1、

相川俊一師 、
昭
四
五・
一
一)『
蕉
門
俳
譜
集二』(7 、
ー刊

紙一 、

昭
四
六・
ニ
『
貞
門
俳
譜
集二』(2、

町議制令掛川 、
昭
四
六・
三)『
化
政

天
保
俳
譜
集』
(% 、
問畑
一路 .、
昭
四
六・
五)
『
中
興
俳
論
俳
文
集』(H 、

銀
援 、
昭
四
六・
七)『
談
林
俳
詩
集一
』
(3 、
飯
田
正一 、
昭
四
六・
九)

『
蕉
門
名
家
句
集一
』(8、

時

品川純一一一回訓兵 、
昭
四
六・
一
一)
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る 。
ま
た 、
雲
英
末
雄
『
貞
門
談
林
諸
家
句
集』(

叩萩
諜…研3 、
昭
四
六・

一
O 、
笠
間
書
院)
が
あっ
た 。
『
毛
吹
草』(丸一円切 、

怖附制 、
昭
四
六・
一
O 、

岩
波
書
庖)
が
復
刊
さ
れ
た 。

盟問問踏
『帥
一誠
一議
近
世
文
学
論
叢』
(昭
四

五・
四 、
桜
楓
社)
に
は 、
柴
田
光
彦
「『
満
目
集』
(
翻
刻)」 、
森
川
昭「『
飛

泉
見
聞
記』
『
俳
譜
冬
農
日
穫
花
翁
之
抄』
(
翻
刻)」
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

鮭
議
「
桑
折
宗
臣
自
筆
『
青
松
軒
之
巻』

|解題と翻刻
l」

(
誕文民 、
昭

四
五・
六)『
俳
譜
集』
(
下
垣
内
和
人 、
昭
四
五・
四 、

投開一脚附鍋) 、
深
井一

郎
「
便
船
集」(

ム品鉱山一
癖学12 、
昭
四
五・
三 、
昭
四
六・
一
O 、
金
沢
大
学

成
本の
翻
刻) 、
鳥
居
清
「『
温
故
目
録』
巻
第
六・
七・
八」

尋

問鮮猷4 、

昭
四
六
・

三) 、
永
野
仁
「翻刻
『
東
日
記』」(『

蘇一一一位
日
本
史
の
研
究』
所

収 、
昭
四
五・
四)
の
翻
刻
も
あっ
た 。
前
回
金
五
郎
「「
かつ
ら
河」

l
E

と翻刻
|」(間

平 、
昭
四
五・
ニ
は 、
横
山
重
氏
蔵
元
禄
三
年
刊
本の
写
真

翻
刻
で
あ
る 。
ま
た
前
回
利
治
「「
胡
蝶
判
官」

|解
雪
景
|」

(
議
繁子

6 、
昭
四
六・
三)
は 、

鰭…疎地問隅
本の
翻
刻で
あ
る 。

跡
凶器時一
『
芭
蕉
紀
行

総
索
引
上』
(
昭
四
五・
一
O 、
明
治
書
院)
の
労
作
が
刊
行
さ
れ
た 。
中
村

俊
定
『
芭
蕉
紀
行
文
集

1111
E峨日記
||」

広
報 、
昭
四
六・
= 、
岩
波
書

庖)
の
刊
行
も
あっ
た 。
井
本
良一
「
芭
蕉
俳
文
新
資
料
と
「
更
科
嬢
捻
月
之

弁」」
冠制野川 、
昭
四
五・
一
二)
も
あ
っ

た 。
富
山
奏
『
伊
賀
蕉
門の
研
究

と
資
料』
(昭
四
五・
一
O 、
風
間
容
一民)
に
は 、
「
蓑
虫
庵
集」
「組問 …材記三

冊
子」
「組問…蹴
蕉
翁
句
集
草
稿」
「
蕉
翁
句
集」
「
智
周
発
句
集」
な
ど
が
全
文
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翻
刻
さ
れ
て
い
る 。

欝議
『
美
濃
派
俳
書
序
政
集』
(鰍
候
群糊
句、
昭
四

千
二)
が
編
ま
れ
た。
広
璽
豪
所
蔵
本の
翻
刻
で
あ
る
紅
建
「
翻
刻

西
国
追
善
集」
(
語
文
研
究叩 、
昭
四
六・
三) 、
富
山
氏
蔵
本の
翻
刻
を
収め

た
富
山
奏
「『
春
鹿
集』
の
地の
巻

||付・
翻刻
|l」

(
国
語
国
文 、
昭
四
五
・

一
二 、
焔
弘子
「翻刻
「
春
鹿
集」
天の
巻」(
親
祭
苧、
昭
四
六・一
二)、

岡
本
史
子
「翻刻
正
宗
文
庫
本
「
岩
壷
集」」(
釘
弘
主
平、
昭
四
六
・一ニ)

が
あっ
た 。
浅
田
善二
郎
「
連
俳
資
料
紹
企
了
三」(
担鍛

え
昭
四
五
・一

一一)
は 、
誹
諮
常
盤
陰・
秀
吉の
連
歌
・

北
村
文
書の
俳
譜
資
料
・

文
十
点
雑

俳
稿
本
千
圧一
月な
どの
紹
介で
あ
る 。
『
俳
譜
百一
集全』
(
鶴
久
二
郎 、
昭

四
五
・

五)
も
翻
刻
さ
れ
た 。
山
本
唯一
『
蕪
村
句
集榔抑
索
引』
(昭
四
六
・

三 、
法
蔵
館)
が
刊
行
さ
れ
た 。
ま
た 、
尾
形
仇
「
新
出
蕪
村
資
料二
点」

(ピ
プ
リ
ア
必 、
昭
四
六・
一
O)
も
あ
る 。
荻
野
清
『
俳
文
学
叢
説』
(昭

四
六
・

四 、
赤
尾
照
文
堂)
に
は
著
者
蔵
続
成
美
家
集
の
翻
刻
が
あ
る 。
富

山
奏
「『
あ
きの
そ
ら』
|解題と翻刻
|」
(
難野1 、
昭
四
六
・三)、

石
川

真
弘
「
成
美
逸
文
集」
(ピ
プ
リア

灯 、
昭
四
六・
三) 、
若
木
太一
「
飛
騨
高

山の
誹
譜
資
料
若
干」
(融炊5 、
昭
四
六
・二)

な
ど
の
翻
刻
・

紹
介
が
あっ

た 。
雑
俳で
は 、
鈴
木
勝
忠
「
未
刊
雑
俳
資
料」
(
第
四
八
期
昭
四
五
・

七
|

昭
四
五
・

九 、
第
四
九
期
昭
四
五・
九
|昭

四
五・
一
O)
の
刊
行 、
前
回
金

五
郎
「「
大
宝
万
句
会」

l
gと翻刻
|」(
難

色
昭
四
五
・

九 、
横
山
室
氏

蔵
宝
永
八
年
刊
本)
の
写
真
翻
刻
な
ど
が
あっ
た 。
設
『
連
歌
俳
諮
研
究』

(三
八
昭
四
五・
三 、
三
九
昭
四
五・
一
O 、
四
O
昭
四
六・
三 、
四一
昭
四

六
・

九)
に
は 、
他に
尚
多
くの
新
資
料の
紹
介
が
あ
る 。

狂
詩・
狂
歌
関
係で
は 、
浅
川
征一
郎
『
未
翻
刻
狂
詩
十一
種』
(
昭
四
五・

一 、耐
器官)、
浜
田
義一
郎
「
狂
歌
歳
旦
黄
表
紙
五
種」
(

誌おお翫学3 、
昭

四
六
・三)

な
ど
の
翻
刻
が
あっ
た 。
尚 、
と
れ
と
関
連
し
て 、
浜
田
義一
郎

「『
萄
山
人
判
取
帳』
補
正〈鯛刻〉」(対
議
鋲学2 、
昭
四
五
・三)

が
あっ

た 。日
記・
紀
行の
関
係で
は 、
「
詔
「
花
鳥
日
記」・「
市
隠
月
令」(翻刻)

|

葉
霊五
l」

(ピ
プ
リア

斜 、
昭
四
五・
三)
が
あ
り 、
ま
た
『
議図
図
書

館
紀
要』
第
十一
号(昭
四
五・一
O)
で「同町一家
笑
巳
日
記
天
保
四
年
金」
が

特
集 、
翻
刻
さ
れ
た0

2
欝
鍔
「(翻刻)
土
佐日
記
見
聞
抄

BI
z

-」

(
謀
容、
紹
四
六
・

六)、
井上
登
『慨
紀
行三
千
里
島
態
錨
雫』
(昭

四
六
・一 、
齢一抑制出)、
「業余
霊九
北
枕」(ピ
プ
リア

勾
昭
四
六
・

六)
な

ど
の
翻
刻
が
あっ
た 。
また 、
記
録に 、
明
王
院
蔵
本
を
翻
刻
し
た
棚
橋
浩
子

「「
水
野
勝
俊
会
奉
葬の
記」
翻
刻」(肝畑口 、
昭
四
五
・一

O)
が
あ
る 。

随
筆
関
係で
は 、
『未刊
甲
子
夜
話第三』
(坂
田
勝 、
昭
四
六
・一

O 、
有
光

書
房)
が
出
版
さ
れ 、
乙
の
舎の
翻
刻
公
刊
が
完
成し
た 。
ま
た 、
『
花
月
草

紙』(丸一阿世、畑
一議土、
昭
四
六・
一
O 、
岩
波
輩出)
が
復
刊
に
なっ
た 。

『
嬉
遊
笑
覧』
(近
藤
幸三一一 、
昭
四
五・
五 、
名
著
刊
行
会)
は 、性批五
日
本

随
筆
大
成
本の
覆
製
版
で
あ
る 。

仮
名
草
子
は 、

盟諸説捕宮
本の
批
評の
文の
み
の
翻
刻で
あ
る
『
可
笑
記

評
判』(
深
沢
秋
男 、
昭
四
五・
二 、
諦
観文)、
阻
騒
すの
翻
刻で
あ
る
勾

欄跡
「仮名草子
花の
縁
物
語」(仁
川符紘一叫飢

え
昭
四
六・
六)
が
あっ
た 。
尚 、
横

山
重
氏
所
蔵
本の
写
真
複
製
を
収め
た
前
回
金
五
郎
「「
ゑ
も
ん
桜
物
語」

|i

解題と翻刻
|(

前
・

後)」(
緊
品 、
昭
四
六
・一 、

昭
四
六
・

九)
も
あ
る 。

浮
世
草
子で
は 、
先
ず 、敵麟文
『
好
色
小
柴
垣一元禄九年版』
(亀
井
孝 、
昭

四
五・
六 、
東
洋
文
庫)
が
複
製
刊
行
さ
れ
た。
西
鶴に
関
す
る
も
の
で
は 、

第一
に醐
…常時悶畑蹴
『
定
本
西
鶴
全
集』
第一一一
巻
(
野
間
光
辰 、
昭
四
五・

七 、
中
央
公
論
社)
の
刊
行
が
あ
る 。
ま
た 、
『
西
鶴
霞
土
産品猷
一儲

一時噌館』

(
金
井
寅
之
助 、
昭
四
五・
五 、
成
文
堂) 、
『
西
鶴
織
留t杭市七』
(
吉岡
幸
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二
昭
四
六・
回 、
笠
間
容
院)
『
西
鶴
名
残の
友-一一蹴) 一』
(士口
問
幸一 、
昭

四」ハ・
四 、
笠
間
書
院)
の
影
印
刊
行が
あ
る 。
湖特一間目 一創世
「
西
鶴
地
名
索

引
(
浮
世
箪
子
の
部)
2」(猷鵡川3 、
昭
四
六・
三)
も
あ
っ
た 。
『ビ
ブ
リ

ア』
第
四
五
号
(昭
四
五・
六)
で
は
「
西
鶴
新
資
料」
の
特
集
を
行
なっ
て

い
る 。
こ
の
他 、
中
野三
敏
「
翻
印
「
艶
道
通
鑑」
(
承
前)」
「翻刻
「
艶
道
通

鑑」
(
完)」(
時一mu 、
昭
四
五・
一 、
昭
四
六・
一)
も
あっ
た 。

金
井
寅
之
助
「靭
刻西
播
怪
談
実
記付 、「西掃怪談災記と岡田光側」
補逃」(
文
林

4、
昭
四
五・
三)
は 、剛齢
駐
版
本の
他 、
験
版
本・戦
時
版
本
を
併
用

し
て
の
全
文
翻
刻
で
あ
る 。
『
南
総
皇
見八
犬
伝』(
恥問地、
小
池
藤
五
郎 、
昭

四
六・
一
一 、
岩
波
件
応)
の
復
刊
も
あっ
た 。

滑
稽
本で 、
森
田
喜
郎
「上回秋成
『
書
初
機
嫌
海』

ll翻刻と解題
li」

(
文

学
研
究
M 、
昭
四
六・
一
二)
は 、回目細
管の
翻
刻
で
あ
る 。

芸
能
関
係
の
資
料に
移
る 。
ま
ず 、
歌
舞
伎
で
は 、郡城山拡

民間内tl
認…笠

「
名
作
歌
舞
伎
全
集」
(
東
京
創
元
新
社)
が
刊
行
さ
れ
た 。
そ
の
内
容は 、

『
丸
本
時
代
物
集一ニ』
(4、
昭
四
五・
ニ
『
並
木
五
瓶
集』(8

、
昭
四
五・

三)
『
舞
踊
劇
集』
(問 、
昭
四
五・
五)
『
江
戸
世
話
狂
言
集二』
(目 、
昭
四

五・
七)
『
上
方
世
話
狂
言
集』
(M 、
昭
四
五・
九)
『
丸
本
時
代
物
集
四

(5 、
昭
四
五・
一
O)
『
河
竹
黙
阿
弥
集
三』
(ロ 、
昭
四
五・
=
乙
『
江

戸
世
話
狂
言
集三』
(口 、
昭
四
六・
三)
『
丸
本
時
代
物
集
五』
(6、
昭
四

六・
六)
『
新
歌
舞
伎
集二』
(缶 、
昭
四
六・
九)
『
河
竹
黙
阿
弥
集
四』(辺 、

昭
四
六・
一
二)
な
ど
で
あ
る 。
ま
た 、
「
鶴
屋
南
北
全
集」
(一一
二
書
房)
の

刊
行
も
あ
り 、
第
五
巻
(
篠
尾
其
て
昭
四
六・
五)・
第
六
巻
(
竹
柴
惣
太

郎 、
昭
四
六・
七)・
第一
巻
(
郡
司
正
勝 、
昭
四
六・
九)・
第
二
巻
(
広
末

保 、
昭
四
六・
一
二
が
出
版
さ
れ
た 。
岸
本一
郎
「「
宿
無
団
七
時
雨
傘」

の
新
資
料

|並「側諸郎
百年忌其岡山恋」
|」(
読口 、
昭
四
五・
一) 、
服
部

幸
雄
「
翻
刻・『
狂
言
作
者
心
得
苔』」
(酷鮎一随
一議五、
昭
四
五・
一
二)
も
あ

っ
た 。
浄
溜
璃
で
は 、
諏
訪
春
雄
「
近
松
世
話
物
集
ω』(払酬明 、
昭
四
五・
一

一一)
が
刊
行
さ
れ
た 。ま
た 、

諏
訪
春
雄
「
竹
本
筑
後
援
箆
録
『
浄
瑠
璃
秘
的

諮』」(暇蛾
・3一 、
昭
四
五・
一) 、
内
山
美
樹
子「
演
劇
博
物
館
所
蔵の
浄
瑠
璃

絵
尽

|紹介と一一
三の考察
|」

(融制5 、
昭
四
六・
四) 、
竹
内
道
敏
「
半
太

夫
節
考
(
資
料
鰐
ご(附捌5 、
昭
四
六・
四)
も
あっ
た 。
水
原
清
江
「
近
世

の
音
楽
文
芸
関
係の
資
料と
そ
の
考
察」(

談紙野5 、
昭
四
六・
六)
に
は 、

剛一明文
妓
楽
譜
の
写
真 、持家
庭
訓
抄
及
び間対駄畔狩
弾
琴
指
法
大
築の
翻
刻
を

収め
る 。
回
唄
資
料
関
係の
翻
刻・
紹
介
も
あっ
た 。
古い
資
料
で
は
山
内
洋

一
郎
「鎌倉中期の悶唄
資料
「
佐
渡
八
幡
宮
田
遊
び
の
歌」(刷物、
昭
四
五・

一
O)
の
紹
介
が
あ
る
が 、
近
世
以
降の
もの
で
は
竹
本
宏
夫
「「
備
後・
大
拍

子
系
田
植
歌に
つ
い
て
ーその解説と歌本の翻刻
|」(
詩文時 、
昭
四
五・
六)

吉
原
博
見
「
安
芸
賀
茂
郡
地
方の
田
植
歌
(
続)」
山政
認識舟
「
布
施
村
之
郷

麗
佐
本
田
植
歌
本
合」
久
枝
秀
夫「
大
朝
筏
津
塚
本
周
回
植
歌
由
来
書」(
以
上 、

刷制官、
昭
四
五・
一
O) 、耕一仙
一炉
「
慶
安
奥
書
板
本
常
州
茨
城
田
植
唄」

釧4

L刊鵡
「
出
雲
図
書
館
蔵・
木
村
改
九
郎
本
国
槌
歌」
久
枝
秀
夫
「
大
朝
筏
津

増
一屋
丙
本」
(
以
上 、

耐叩官、
昭
四
六・
一
二)
が
あ
る 。
と
れ
ら
は
零
細な

資
料
な
が
ら 、
方
言の
史
的
研
究
に
資
す
る
と
乙
ろ
が
あ
ろ
う 。

漢
文
学
関
係
で 、
『
金
兼
務』
(
鈴
木
栄
三 、
昭
四
五・
六)
は 、
静
嘉
堂
文

庫
蔵
本の
覆
製で
あ
る 。
ま
た 、
潟
沼
誠
二
「「
水
滞
伝
訳
語
略」
解
説
及
び

翻
刻
口」(枇駄銅山一献学路 、
昭
四
六・
三)
も
あっ
た 。

国
史
学
関
係で 、
管
見に
入っ
た
もの
につ
い
て
述べ
る 。
児
玉
幸
多
『
近

世
交
通
史
料
集』
(
四
昭
四
五・
五 、
五
昭
四
六・
四 、
吉
川
弘
文
館) 、

刷版幸齢
『
近
世
農
政
史
料
集』
(三
沼
四
七・
一 、
吉
川
弘
文
館)
の
刊
行が

あっ
た 。
議
総史
『
保
古
飛
呂
比佐佐木
耳目記一』
(
昭
四
五・
三 、
来
京
大
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学
出
版
会)
も
刊
行
さ
れ
た 。
神
道
関
係で
は 、
三
木
正
太
郎
「
平
田
篤
胤
著

「
新
鬼
神
論」

l
z-
本文(上・
下)
|」(

鍵館3
24 、
昭
四
五
・

六 、

昭
四
五・
八) 、
谷
省
吾
「
神
宮
文
庫
蔵
『
三
伝
極
秘
巻』

|霊加神道の極秘

口伝
||」(組幹舘44 、

昭
四
六・
四)
が
あっ
た 。
そ
の
他 、
飾
品
保
匂

酢間三
「
雑
事
覚
悟
事
(業
余
稿
叢
七)」
(ピ
プ
リ
ア
必 、
昭
四
五・
一
O) 、

所
功
「
神
宮
文
庫
蔵
『
漢
委
奴
国
王
金
印
考』」
(組幹鎗34 、
昭
四
五・
一
O

も
あっ
た 。
文
書の
類
で
は 、
千
宗
左
『不審庵伝来
元
伯
宗
旦
文
書』
(
昭
四

六・
五 、
茶
と
美
舎)
に
宗
旦
関
係の
事
政
・

書
状
な
ど
の
図
版・
翻
刻
が
収

め
ら
れ
た。
浜
田
義一
郎
「
平
賀
源
内の
新
出
書
簡」(駄熔1 、
昭
四
五
・

三)

の
紹
介
も
あっ
た 。
他に
尚 、
平
井
良
朋
「
土
倉
家
文
書につ
い
て
さて
終)

|名士
露
|」

(ピ
プ
リ
ア
必 、
昭
四
五・
六) 、

組鮮側
祭古
「
結
城
神
社

文
書(組

拡大34 、
昭
四
五・
一
二) 、
近
藤
忠
造
「
資料紹介
古
社
祭
典
旧
儀

等
取
調
書
類につ
い
て
H

IllE
Z-
霊神社・
金峰神社
|」

語学目、
昭

四
六・
五)
な
ど
も
あ
る 。

沖
縄
関
係の
資
料につ
い
て
述べ
る 。
『
琉
球
神
道
記弁蓮社部品中集』(雌恥甑品川

昭
四
五
・

六 、
角
川
書
底)
に
は 、
琉
球
神
道
記
・

琉
球
往
来
・

神
道
集
略
抄・

南
北二
京
霊
地
集
・

搭
嫁
集な
ど
の
諸
寄
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。
外
間
守
善

『
混
効
験
集校本と研究』
(昭
四
五・
三 、
角
川
番
庖)
は 、
そ
の
書
誌
学
的

研
究 、
評
定
所
本
を
底
本
と
し
て
諸
本
を
校
合し
た
翻
刻 、
評
定
所
本の
影
印

五
十
音
引
混
効
験
集
と
な
る
索
引
か
ら
構
成
さ
れ 、
附
録に
「
思
出
草」
を
収

録
す
る 。

さ
て 、
次に
近
代
語
研
究に
役
立
ち
得
る
資
料に
つ
い
て
述べ
る
順
序で
あ

る
が 、
既に
紙
幅
は
予
定
さ
れ
た
紙
数
を
遥
か
に
超
え
て
い
る 。
そ
と
で 、
乙

乙
に
は
叢
書・
全
集
な
どの
う
ち 、
主
要
な
もの
を
紹
介
す
る
に
止
め
た
い。

「焔
鏡…
近
代
文
学
館」
(昭
四
五・
問 、
日
本
近
代
文
学
館)
は 、
明
治・
大

正
・

昭
和の
名
作で
入
手
困
難な
初
版
本を
原
姿の
ま
まに
覆
刻し
た
もの
で

あ
る 。
文
学
関
係の
全
集の
刊
行
も
多い 。
「
近
代
文
学
評
論
大
系」
(角
川
容

庖)
「
明
治
文
学
全
集」
(筑
摩
書
房)
「日
本
近
代
文
学
大
系」
(
角
川
容
庖)

「
藤
村
全
集」
(
筑
摩
書
房)
「
激
石
文
学
金
集」
(
集
英
社)
「
鴎
外
全
集」(岩

波
書
庖)
な
ど
が
そ
の
主
な
もの
で
あ
る
が 、
詳
細
は
省
絡
に
従
う 。
索
引

で
は 、

錨
繋
『
与
謝
野
晶
子
全
歌
集
総
索
引』
(昭
四五
・五 、

有
朋
堂) 、

岡地用語「
志
賀
直
哉
『
城の
崎に
て』
用
語
索
引
lm唱気計算機による用例表作成

の一
実験
||」

(昭
和
四
六
年
度)
な
ど
が
作
成
さ
れ
た 。
前
田
富
族
「「
最
後

の一
句」
に
見ら
れ
る
語
奨
と
そ
の
表
現
に
つ
い
て」(特
鰐締
結一大お 、

昭
四
五
・三)
に
は 、
高
瀬
舟
用
語
索
引に
続
く

試
み
と
し
て「
最
後の一
旬」

用
語
索
引
が
附
せ
ら
れ
て
い
る 。

回、
ぉ
わ

り

他の
分
野に
比し
て 、
国
語
学
史に
関
し
て
は 、
乙
の
二
年
間 、
そ
の
数に

お
い
て
き
し
て
多
くの
研
究
が
発
表
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う 。
し
か

し 、
そ
れ
ら 、

諸
論
孜の
中に
は 、
多
年に
亙
る
調
査 、
資
料の
綿
密
な
検
討

に
基づ
く
もの
な
ど 、
充
実
し
た
内
容
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た 。
し
か
し

て 、
学
史へ
の
関心
の
多
く
は 、
近
世の
研
究に
向
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る 。
そ
の
最
大の
成
果
は 、
竹
岡
正
夫
博
士の
大
著で
あ
ろ
う 。
次い

で 、
そ
れ
以
前の
時
期で
は
辞
書
史上
の
問
題 、
殊に
そ
の
系
諮
な
ど
が
注
目

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る 。
その
よ
う
な
中に
あっ
て
興
味
を
そ
そ
る
の
は 、
韻
学

史
関
係の
論の
見
ら
れ
ると
と
で
あ
る 。
し
か
も 、
そ
と
に
は
訓
点
語
学
と
の

連
繋
が
示
さ
れ
て
い
る 。
一
方 、
訓
点
語
学に
お
い
て
は 、
仏
家・
博
士
家に

お
け
る
教
学の
あ
り
方
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れつ
つ
あ
る 。
ζ

の
辺に
今
後
大
き
く

進
展
を
見
るべ
き
課
題
が
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
うに
思
わ
れ
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る
さ
て 、
資
料
の
面
で
は 、
近
年
各
種
の
資
料
の
探
索 、
紹
介 、
翻
刻
が一
段

と
活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る。
特
に
国
文
学
関
係
で
そ
の
と
と

が
著
し
い 。
国
史
学
の
方
面
で
も 、
文
寄・
記
録
な
ど
の
翻
刻 、
公
刊
が
精
力

的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
活
字
翻
刻
の
作
業
に
は 、
物
心
両
面
で

測
り
知
れ
な
い
種
々
の
困
難
が
伴
う
も
の
で
あ
る。
と
と
ろ
が 、
乙
れ
を
国
語

資
料
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
は 、
特
に
文
学・
歴
史
の
資
料
を
意
図
し
て
翻

刻
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は 、
常
に
不
安
が
付
き
緩
う
も
の
で
あ
る。
文
字
史

料
と
す
る
場
合
に
は 、
活
字
翻
刻
に
は
限
界
が
あ
る。
写
真
複
製
は 、
そ
の
点

有
用
で
あ
る。
反
面 、
活
字
翻
刻
も
資
料
の
解
読
と
い
う
点
で
極
め
て
有
意
義

な
作
業
で
あ
る。
そ
ζ
で 、
今
後
の
資
料
提
供
に
は 、
訓
点
語
学
な
ど
で
既
に

行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
写
真
版
添
付
に
よ
る
翻
刻
の
方
法
が
望
ま
れ
る
の
で

あ
る。
索
引
の
作
成
も
近
時
ま
す
ま
す
盛
ん
で
あ
る。
同一
蓄
に
二
種 、
三
種

の
索
引
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
も
あ
る。
た
だ
し 、
そ
れ
ら
は
多
く 、

古
典
文
学
作
品
若
し
く
は
辞
書
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
索
引
作
成
の

試
み
は 、
そ
れ
ら
に
限
ら
ず 、
各
種
の
資
料
に
つ
い
て 、
ま
た 、
現
代
語
資
料

に
つ
い
て
も
行
な
わ
れ
るべ
き
で
は
あ
る
ま
い
か 。
国
史
学
の
方
面
で
も 、
索

引
作
成
は
試
み
ら
れ
て
い
る
が 、
そ
れ
ら
の
多
く
は 、
固
有
名
詞
ま
た
は
事
項

の
索
引
で 、
一
般
語
繋
の
そ
れ
に
は
及
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る。
と
れ
ら
の

史
料
が
国
語
資
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
以
上 、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
作
成
も

行
な
わ
れ
て
し
か
るべ
き
も
の
と
恩
わ
れ
る。

最
後
に 、
当
然
取
り
上
げ
るべ
き
研
究・
資
料
で 、
筆
者
の
努
力
の
及
ば
ぬ

た
め
に 、
紹
介
し

得
な
かっ
た
も
の
の
多
い
ζ
と
を
恐
れ
る。
そ
の
よ
う
な
点

に
つ
い
て
は 、
執
筆
者
諸
賢
の
御
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る。
ま
た 、
目
録
の

み
に
て 、
実
見
し

得
な
い
著
書・
論
文
な
ど
の
あっ
た
乙
と
も
お
断
わ
り
し
て

お
き
た
い 。

(
追
記〕

成
稿
後 、
尚 、
次
の
諸
資
料
が
管
見
に
入
っ

た
の
で 、
追
加
し
た

中
野
幸一
『
物
語
文
学
論
致』(
昭
四
六・
一
O 、時消州市)
に
は 、
「
し
づ

く
に
に
ど
る
物
語」
「
平
家
公
達
草
紙」
「
し
ら
露
物
語」
の
本
文
翻
刻 、
絞悶

「
し
ら
露」
の
写
真
版・
翻
刻
を
収
め
る。
山
本
唯一
『
一銭

も
』

す
も
』
附合

て
びき蔓』
は 、
編
者
蔵
本
の
翻
印
と
写
真
複
製
で
あ
る。
ま
た 、
広
田
栄
太
郎

「「
早
見
漢
語
便
覧」
(
資
料
紹
介)」(献旭l 、
昭
四
五・
三)
が
あ
っ

た 。
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付
記〕

と
の
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、

福
島
邦
道
氏
・

古川
賀
秀
夫
氏
・

神

作
光
一

氏
、

平
林
盛
得
氏
、

土
屋
信
一

氏、

又、

国
立
国
語
研
究
所
文
献
室
・

図
書
館
の

方
々
の

御
厚
怖
を
恭
く
し
た
。

記
し
て
感
謝
の
怠
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

ー!
東
洋
大
学
助
教
授

||


